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Ⅰ 感染症発生動向調査事業の概要 
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1 感染症発生動向調査事業 
 
 感染症発生動向調査事業は、平成11年4月1日から施行された「感染症の予防及び感染症の
患者に対する医療に関する法律」の第三章（第12条～16条）に基づき、「感染症の予防及び感
染症の患者に対する医療に関する法律の施行に伴う感染症発生動向調査事業の実施について」
（平成11年3月19日健医発第458号）により国の施策として位置づけられた。 
本県でも、県内の患者発生状況、病原体の検索等感染症に関する情報を迅速かつ的確に把握
し、その情報を速やかに地域に還元することにより、医療機関における適切な初期診断に役立
てるとともに、予防接種、集団生活の管理、衛生教育など適切な予防措置を講じ、感染症の発
生及びまん延の未然防止、有効かつ的確な感染症対策に資することを目的として、「長崎県感染
症発生動向調査事業実施要綱」（平成23年2月1日に一部改正）が定められている。 
 本調査では全数把握及び定点把握の感染症を対象とし、全数把握の対象感染症については、
患者を診断した医師が最寄りの保健所に届出を行うよう義務づけられている。また、定点把握
の対象感染症は、県内の感染症指定届出機関（定点医療機関）から毎週、管轄保健所に患者数
が報告されている。長崎県感染症情報センターでは、患者情報及び病原体情報について、週及
び月単位で国への報告をおこない、全国の情報などを用いて収集・分析した結果を長崎県医療
政策課、政令市保健所及び県立保健所、長崎県医師会などの関係機関に提供している。      
なお、類型による医師からの届出・報告基準については下表のとおりである。 
 
 
 

類  型 届出・報告 対  象 

一類～四類感染症（全数） 直ちに 全医療機関 
五類感染症   （ 〃 ） 7日以内 〃 
指定感染症   （ 〃 ） 直ちに 〃 
五類感染症（定点）小児科 週単位 定点医療機関 

〃   インフルエンザ 〃 〃 
〃          眼科 〃 〃 
〃          STD 月単位 〃 
〃          基幹 週及び月単位 〃 

 
 
 
2 対象感染症 
（1）全数把握の対象感染症 
 ①一類感染症 

(1) エボラ出血熱、(2)クリミア・コンゴ出血熱、（3）痘そう、（4）南米出血熱、(5)ペスト、 
(6)マールブルグ病、(7)ラッサ熱 
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②二類感染症 
    (8)急性灰白髄炎、(9)結核、(10)ジフテリア、(11)重症急性呼吸器症候群(病原体がコロナウイル

ス属ＳＡＲＳコロナウイルスであるものに限る)、(12)鳥インフルエンザ（H5N1） 
 
 ③三類感染症 

(13)コレラ、(14)細菌性赤痢、(15)腸管出血性大腸菌感染症、(16)腸チフス、(17)パラチフス 
  
④四類感染症 
 (18)Ｅ型肝炎、(19)ウエストナイル熱(ウエストナイル脳炎を含む）、(20)Ａ型肝炎、(21)エキノ
コックス症、(22)黄熱、(23)オウム病、(24)オムスク出血熱、(25)回帰熱、(26)キャサヌル森林
病、(27)Ｑ熱、(28)狂犬病、(29)コクシジオイデス症、(30)サル痘、(31)腎症候性出血熱、(32)
西部ウマ脳炎、(33)ダニ媒介脳炎、(34)炭疽、（35）チクングニア熱、 (36)つつが虫病、(37)
デング熱、(38)東部ウマ脳炎、(39)鳥インフルエンザ（鳥インフルエンザ(H5N1)を除く。）、(40)
ニパウイルス感染症、(41)日本紅斑熱、(42)日本脳炎、(43)ハンタウイルス肺症候群、(44)Ｂウ
イルス病、(45)鼻疽、(46)ブルセラ症、(47)ベネズエラウマ脳炎、(48)ヘンドラウイルス感染症、
(49)発しんチフス、(50)ボツリヌス症、(51)マラリア、(52)野兎病、(53)ライム病、(54)リッサ
ウイルス感染症、(55)リフトバレー熱、(56)類鼻疽、(57)レジオネラ症、(58)レプトスピラ症、
(59)ロッキー山紅斑熱 

 
⑤五類感染症（全数） 
(60)アメーバ赤痢、(61)ウイルス性肝炎（Ｅ型肝炎及びＡ型肝炎を除く。）、(62)急性脳炎(ウエ
ストナイル脳炎、西部ウマ脳炎、ダニ媒介脳炎、東部ウマ脳炎、日本脳炎、ベネズエラウマ脳
炎及びリフトバレー熱を除く。）、(63)クリプトスポリジウム症、(64)クロイツフェルト・ヤコ
ブ病、(65)劇症型溶血性レンサ球菌感染症、(66)後天性免疫不全症候群、(67)ジアルジア症、(68)
髄膜炎菌性髄膜炎、(69)先天性風しん症候群、(70)梅毒、(71)破傷風、(72)バンコマイシン耐性
黄色ブドウ球菌感染症、(73)バンコマイシン耐性腸球菌感染症、(74)風しん、(75)麻しん 

 
 ⑥新型インフルエンザ等感染症 

(102)新型インフルエンザ、(103)再興型インフルエンザ 
 
（2）定点把握の対象感染症（五類感染症） 
  五類感染症（定点） 

(76)ＲＳウイルス感染症、(77)咽頭結膜熱、(78)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎、(79)感染性胃腸
炎、(80)水痘、(81)手足口病、(82)伝染性紅斑、(83)突発性発しん、(84)百日咳、(85)ヘルパンギ
ーナ、(86)流行性耳下腺炎、(87)インフルエンザ（鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ
等感染症を除く）、(88)急性出血性結膜炎、(89)流行性角結膜炎、(90)性器クラミジア感染症、
(91)性器ヘルペスウイルス感染症、(92)尖圭コンジローマ、(93)淋菌感染症、(94)クラミジア肺
炎(オウム病を除く）、(95)細菌性髄膜炎、(96)ペニシリン耐性肺炎球菌感染症、(97)マイコプラ
ズマ肺炎、(98)無菌性髄膜炎、(99)メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症、（100）薬剤耐性ア
シネトバクター感染症、 (101)薬剤耐性緑膿菌感染症 
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法第 14条第 1項に規定する厚生労働省令で定める疑似症  
 
(104)摂氏 38度以上の発熱及び呼吸器症状（明らかな外傷又は器質的疾患に起因するものを除
く。）若しくは(105)発熱及び発しん又は水疱（ただし、当該疑似症が二類感染症、三類感染症、
四類感染症又は五類感染症の患者の症状であることが明らかな場合を除く。） 
  
 

3 オンラインシステムによる積極的疫学調査結果の報告の対象  
 
二類感染症  

(12)鳥インフルエンザ（H5N1） 
 
 

4 定点医療機関数 
 
患者定点 
 

※基幹定点医療機関について、2012年は11→12に変更。 
※（ ）内は報告単位を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 

管轄保健所 
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

（週） 
小児科

（週） 
眼科（週） 基幹（週） STD 

（月） 
基幹 
（月） 

疑似症 

長 崎 市 17 10 3 3 3 3 26 
佐 世 保 市 11 6 1 1 2 1 17 
西 彼 6 4 1 1 1 1 8 
県 央 10 6 1 1 2 1 17 
県 南 8 5 1 1 1 1 10 
県 北 4 3 0 1 1 1 6 
五 島 5 4 1 1 0 1 5 
上 五 島 3 2 0 1 0 1 3 
壱 岐 3 2 0 1 0 1 4 
対 馬 3 2 0 1 0 1 4 
合 計 70 44 8 12 10 12 100 
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病原体定点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 感染症情報の提供 
 
 毎週、「長崎県感染症発生動向調査速報」を作成し、長崎県医療政策課、県立保健所、政令市
保健所、長崎市衛生環境試験所等に Eメールで速報を配信し、各保健所から定点医療機関へ報
告をおこなっている。また、長崎県医療政策課を通じ、教育庁体育保健課等関係機関及び長崎
県医師会に報告がなされている。さらに、一般県民及び医療機関の関係者に向けて感染症情報
のホームページを開設し、感染症の予防及び拡大防止に寄与している。 
 
6 報告週対応表（2012年） 

 

管轄保健所 
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

（週） 
小児科

（週） 
眼科（週） 基幹（週）

長 崎 市 1 1 1 3 
佐 世 保 市 2 1 0 1 
西 彼 0 1 0 1 
県 央 1 2 0 1 
県 南 0 1 0 1 
県 北 0 1 0 1 
五 島 1 0 0 1 
上 五 島 1 0 0 1 
壱 岐 1 0 0 1 
対 馬 1 0 0 1 
合 計 8 7 1 12 

週 月 火 水 木 金 土 日 週 月 火 水 木 金 土 日
1月 1 2 3 4 5 6 7 8 7月 27 2 3 4 5 6 7 8

2 9 10 11 12 13 14 15 28 9 10 11 12 13 14 15
3 16 17 18 19 20 21 22 29 16 17 18 19 20 21 22
4 23 24 25 26 27 28 29 30 23 24 25 26 27 28 29
5 30 31 1 2 3 4 5 31 30 31 1 2 3 4 5

2月 6 6 7 8 9 10 11 12 8月 32 6 7 8 9 10 11 12
7 13 14 15 16 17 18 19 33 13 14 15 16 17 18 19
8 20 21 22 23 24 25 26 34 20 21 22 23 24 25 26
9 27 28 29 1 2 3 4 35 27 28 29 30 31 1 2

3月 10 5 6 7 8 9 10 11 9月 36 3 4 5 6 7 8 9
11 12 13 14 15 16 17 18 37 10 11 12 13 14 15 16
12 19 20 21 22 23 24 25 38 17 18 19 20 21 22 23
13 26 27 28 29 30 31 1 39 24 25 26 27 28 29 30

4月 14 2 3 4 5 6 7 8 10月 40 1 2 3 4 5 6 7
15 9 10 11 12 13 14 15 41 8 9 10 11 12 13 14
16 16 17 18 19 20 21 22 42 15 16 17 18 19 20 21
17 23 24 25 26 27 28 29 43 22 23 24 25 26 27 28
18 30 1 2 3 4 5 6 44 29 30 31 1 2 3 4

5月 19 7 8 9 10 11 12 13 11月 45 5 6 7 8 9 10 11
20 14 15 16 17 18 19 20 46 12 13 14 15 16 17 18
21 21 22 23 24 25 26 27 47 19 20 21 22 23 24 25
22 28 29 30 31 1 2 3 48 26 27 28 29 30 1 2

6月 23 4 5 6 7 8 9 10 12月 49 3 4 5 6 7 8 9
24 11 12 13 14 15 16 17 50 10 11 12 13 14 15 16
25 18 19 20 21 22 23 24 51 17 18 19 20 21 22 23
26 25 26 27 28 29 30 1 52 24 25 26 27 28 29 30
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Ⅱ 感染症発生動向調査結果 
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1 全数把握の対象感染症 
 
 平成 20年 5月 21日に改正された「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法
律」の第 12条第 1項及び第 14条第 2項に基づく届出基準の一部改正について（平成 23年 1月
14日健感発0114第 1号）に伴い、「チクングニア熱」を四類感染症に、「薬剤耐性アシネトバク
ター感染症」を五類感染症に追加するとともに、同法第14条に基づき、指定届出医療機関より
発生動向を把握する対象疾患とされ、平成 23年 2月 1日から施行されることとなった。 
 
 
本県における平成 24年の全数把握の対象疾患の届出状況は下記のとおりであった。 

 
 
（1） 一類感染症 
 
届出なし 

 
（2）二類感染症 
 
 結核 
平成 24年は合計 391名の届出があり、月の報告数は 18～40件で推移した。 
届出の年齢は 4歳～101歳。高齢になるにつれ届出数が多く、60歳以上で全体の 66.2％を占め
ていた。症状別にみると、「患者」312 件、「無症状病原体保有者」79 件で、前年に比べ、患者
で 4件、無症状病原体保有者で 6件減少していたが、過去 5年の推移はほぼ横ばいである。 
「患者」の年齢別内訳は、80歳以上で 148件、70歳代で 70件、60歳代で 37件の順に多く、
「無症状病原体保有者」では、20歳代が最も多く 23件、50歳代が 19件、40歳代が 15件の順
に多かった。また、男女別にみると、「患者」では、男性が 175件、女性が 137件と男性の方が
3割ほど多く、「無症状病原体保有者」では、男性が 25件、女性が 54件と女性が男性に比べ 2
倍以上多かった。 
罹患した「患者」の職業をみると無職が 79％と最も多く、次いで会社員や自営業といった職
種が 13％を占めていた。逆に「無症状病原体保有者」の職業は、看護師や介護士などの医療従
事者が全体の 53％を占め、そのほとんどが、結核患者の接触者検診により発覚したケースで、
かつ女性が多い職種が目立った。次いで会社員や自営業といった職種が 25％を占めており、無
職は全体の10％であった。 
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結核の月別届出件数（平成 24年） 
 

 

 
 

 

患者 男 女 計
10歳以下 0 0 0
10歳代 1 0 1
20歳代 5 5 10
30歳代 4 5 9
40歳代 8 9 17
50歳代 14 6 20
60歳代 22 15 37
70歳代 40 30 70
80歳以上 81 67 148
計 175 137 312

無症状 男 女 計
10歳以下 0 1 1
10歳代 2 1 3
20歳代 7 16 23
30歳代 8 6 14
40歳代 4 11 15
50歳代 4 15 19
60歳代 0 2 2
70歳代 0 2 2
80歳以上 0 0 0
計 25 54 79

患者年齢・性別構成 無症状病原体保有者年齢・性別構成 
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結核の年齢・症状別届出件数（平成 24年） 
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職業別結核割合（患者） 職業別結核割合（無症状病原体保有者） 
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（3）三類感染症 
 
 ①細菌性赤痢 
  細菌性赤痢の届出は 2月と 7月にそれぞれ 1件、計2件の届出があった。2月に届出があっ
たのは 20歳代の外国人男性で、患者便からの分離・同定により、Shigella sonnei （D群）が
検出された。感染地域はフィリピンで、経口感染の原因は「フィリピンでの飲食物と考えら
れる」とのことであったが詳細については不明であった。 

7月に届出があったのは 80歳代男性で、患者便から 2月の患者同様、Shigella sonnei （D群）
が検出された。感染経路に「井戸水」が疑われ、検査を実施したが、赤痢菌は分離されなか
った。 

 
 

診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第8週 

 

男性 

 

20歳代 

 

下痢・その他（出血あるも裂肛からのものと思 

う） 

経口感染 

 

フィリピン 

 

第28週 

 

男性 

 

80歳代 

 

発熱・下痢・腹痛・その他（便に少し血が混入） 経口感染 

（井戸水） 

国内 

 

 
 
 ②腸管出血性大腸菌感染症 
  腸管出血性大腸菌感染症の届出は、43件で、前年の 76件から 33件減少した。その内訳は
「患者」としての届出が 18件、「無症状病原体保有者」が 25件であった。月別の届出件数を  
以下に示す。 
「患者」としての届出数が最も多かった月は 10月の 8件で、「無症状病原体保有者」では 11
月の 13件であった。年齢別にみると、「患者」では 5歳以下が最も多く、次いで10歳代であ
った。 
平成 24年は保育園でのO157による集団感染事例が 1件あり、接触者検診などにより「無症
状病原体保有者」の数が 11月に多い要因となった。内訳は「患者」1名、「無症状病原体保有
者」が 12名で、園児とその家族であった。その他の発生事例は、散発事例であった。 
血清型別の内訳は、「患者」としての届出の中ではO157が 9件と最も多く、次いでO26が

3件、O145が 2件で、その他O103、O111、O29、O121が各 1件ずつあった。「無症状病原体
保有者」ではO157が 16件で最も多く、次いでO145が3件、O26、O103、O111、O121、O185、
UT（untypable）がそれぞれ各 1件ずつであった。 
近年 O157や O26といった主要な血清型に加えて、稀な血清型の検出頻度も増えてきてい
る。 
溶血性尿毒症症候群（HUS）の重症合併症の報告は男女 1名ずつ、計 2名ありいずれも 5
歳未満の患者であった。また、同一の患者において溶血性貧血の症状も呈していた。患者（18
件）の症状は、水様性下痢が 83％、腹痛が 50％、血便が44％、発熱が 33％、嘔吐は 6％であ
った。患者から検出された病原体の毒素の保有状況をみると、VT1、VT2 共に有する病原性
大腸菌が 33％を占め、VT1及びVT2単独がそれぞれ 33％であった。 
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月別届出件数（腸管出血性大腸菌感染症） 

 
 
 

 O157 O26 O145 O111 O103 その他 

患 者 9 3 2 1 1 2 

無症状病原体保有者 16 1 3 1 1 3 

総数（件） 25 4 5 2 2 5 

血清型別による内訳（腸管出血性大腸菌感染症） 

 
 

 

年齢別届出件数（腸管出血性大腸菌感染症） 
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80歳以上 0 0
計 18 25
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診断週 性別 年齢 症状 推定感染地域 型別（VT） 

第5週 男性 50歳代 その他（軟便） 国内 O29（VT2） 

第9週 男性 10歳代 なし 国内 O157（VT2） 

第23週 女性 10歳代 腹痛・血便 国内 O26（VT1） 

第26週 女性 20歳代 なし 国内 O185（VT2） 

第32週 男性 20歳代 腹痛・その他（軟便・吐気） 国内 O111（VT1） 

第35週 男性 5歳未満 水様性下痢 国内 O145（VT2） 

第36週 女性 5～9歳代 なし 国内 不明（VT2） 

〃 女性 30歳代 なし 国内 O145（VT2） 

〃 男性 30歳代 なし 国内 O145（VT2） 

第40週 男性 60歳代 腹痛・水様性下痢・血便・発熱 国内 O157（VT1VT2）

第41週 男性 5歳未満 水様性下痢 国内 O121（VT2） 

第42週 男性 70歳代 なし 国内 O121（VT2） 

〃 男性 5歳未満 水様性下痢 国内 O157（VT1VT2）

〃 男性 5～9歳代 腹痛・水様性下痢 国内 O26（VT1） 

〃 男性 5～9歳代 なし 国内 O157（VT1VT2）

〃 男性 10歳代 腹痛・水様性下痢・血便・嘔吐・発熱 国内 O157（VT1VT2）

第43週 男性 10歳代 水様性下痢・発熱 国内 O145（VT2） 

〃 女性 10歳代 なし 国内 O157（VT1VT2）

第44週 女性 10歳代 なし 国内 O145（VT2） 

〃 女性 10歳代 腹痛・水様性下痢・血便 国内 O157（VT1VT2）

〃 女性 5歳未満 なし 国内 O111（VT1） 

〃 女性 5歳未満 なし 国内 O26（VT1） 

〃 男性 5歳未満 なし 国内 O103（VT1） 

〃 男性 5歳未満 水様性下痢 国内 O103（VT1） 

第45週 女性 60歳代 腹痛・水様性下痢・血便・発熱 国内 O157（VT2） 

第46週 女性 5～9歳代 なし 国内 O157（VT2） 

〃 男性 5～9歳代 なし 国内 O157（VT2） 

〃 女性 5歳未満 なし 国内 O157（VT2） 

〃 男性 5歳未満 なし 国内 O157（VT2） 

〃 男性 5歳未満 なし 国内 O157（VT2） 

〃 男性 5歳未満 なし 国内 O157（VT2） 

〃 女性 5～9歳代 なし 国内 O157（VT2） 

〃 女性 5歳未満 なし 国内 O157（VT2） 

〃 男性 5～9歳代 なし 国内 O157（VT2） 

〃 女性 50歳代 水様性下痢 国内 O157（VT2） 

〃 女性 5～9歳代 腹痛・水様性下痢・発熱 国内 O26（VT1） 

〃 女性 5歳未満 なし 国内 O157（VT1VT2）
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②腸管出血性大腸菌感染症（つづき） 
 

診断週 性別 年齢 症状 推定感染地域 型別（VT） 

第46週 男性 5歳未満 水様性下痢・血便・溶血性貧血・溶血性尿

毒症症候群（HUS） 

国内 O157（VT1VT2）

第47週 女性 5～9歳代 なし 国内 O157（VT2） 

〃 女性 30歳代 なし 国内 O157（VT2） 

〃 男性 30歳代 なし 国内 O157（VT2） 

〃 女性 5歳未満 水様性下痢・血便・発熱・溶血性貧血・溶

血性尿毒症症候群（HUS） 

国内 O157（VT1VT2）

第48週 男性 70歳代 腹痛・水様性下痢・血便 国内 O157（VT1） 

 
 
（4）四類感染症 
 
 ①E型肝炎 
   E型肝炎は、7月に 1件の届出があった。患者は 50歳代の女性で、肝機能異常が認められ
た。感染推定年月日は不明であり、感染地域・感染原因・感染経路、感染源も不明であった。 

 
診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第28週 女性 50歳代 肝機能異常 経口感染 国内（不明） 

 
 
 ②つつが虫病 
つつが虫病の届出は 10件の届出があった。届出のあった月は、1月に 2件、5月に 1件、8
月に 1件、10月に 3件、11月に 3件であった。届出があった患者は、50歳代から 80歳代と
中高年層の患者が多く、聞き取りなどにより発症前に山野への出入りや作業、農作業をおこ
なっていたとされる者が 9件で、1件は不明であった。また、発熱、発疹の症状を呈した割合
は 100％で、全ての届出において、診断時に刺し口が確認されていた。森林作業や農作業など
山野での作業時あるいは山野草等の採取時に感染する確率が高いことから、山野に出向く機
会や農作業の多い中高年者を中心に、長袖、長ズボンなど肌の露出が少ない服装での作業を
おこなうなど、ダニによる刺咬予防の注意喚起が必要である。 

 
診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第1週 男性 70歳代 頭痛・発熱・刺し口・リンパ節腫脹・発疹 動物・蚊・昆虫等

からの感染 

国内 

第2週 女性 80歳代 発熱・刺し口（右足の甲）・発疹・その他（肝機能障

害） 

ダニからの感染 国内 
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②つつが虫病（つづき） 
 

診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第22週 男性 70歳代 発熱・刺し口（右大腿内側と右手背）・発疹・その他

（髄膜炎） 

フトゲツツガム

シによる吸着 

国内 

第35週 女性 90歳代 頭痛・発熱・刺し口（右側腹部）・発疹 不明 国内 

第40週 女性 70歳代 発熱・刺し口（左腿内側下方）・リンパ節腫脹・発疹 動物・蚊・昆虫等

からの感染 

国内 

第42週 女性 50歳代 発熱・刺し口（右脇腹）・発疹・その他（採血にて肝

機能障害、腎機能障害、WBC、CRP上昇、血小板減

少） 

虫媒介と考えら

れる 

国内 

第43週 女性 80歳代 発熱・刺し口（左手首）・リンパ節腫脹・発疹・肺炎 動物・蚊・昆虫等

からの感染 

国内 

第46週 女性 70歳代 発熱・刺し口（右背部）・発疹・その他（咽頭痛） 動物・蚊・昆虫等

からの感染 

国内 

第46週 男性 50歳代 発熱・刺し口（右背部）・発疹 動物・蚊・昆虫等

からの感染 

国内 

第47週 男性 50歳代 発熱・刺し口（首右横）・発疹 動物・蚊・昆虫等

からの感染 

国内 

 
 
③デング熱 
 デング熱の届出は、5月、7月、10月に各 1件、計 3件の届出があった。「病型」はいずれ
も「デング熱」で、「デング出血熱」の報告は無かった。デング熱の原因ウイルスはデングウ
イルスで、アジア、太平洋の諸島、オーストラリア北部、アフリカ、中南米の熱帯や亜熱帯
地域に広く分布する。デングウイルスは主としてネッタイシマカやヒトスジシマカが媒介す
る。わが国ではデング熱は 1942年～1945年にかけて西日本（長崎、佐世保、広島、呉、神戸、
大阪）で流行したことが報告されているが、現在デングウイルスは日本国内には常在してい
ない。海外渡航者の増加とともに、帰国後発症する例が増加しており、輸入感染症として重
要な疾患である。 
 
 
診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第19週 

 

女性 

 

10歳代 

 

発熱・2日以上続く発熱・血小板減少・100，000/mm3

以下の血小板減少・白血球減少 

蚊からの感染 タイ 

 

第30週 

 

男性 

 

40歳代 

発熱・2日以上続く発熱・頭痛・全身の筋肉痛・骨関

節痛・発疹・血小板減少・白血球減少・血清蛋白の

低下 

 

蚊からの感染 

 

カンボジア 
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③デング熱（つづき） 
 
診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

 

第40週 

 

男性 

 

10歳代 

2 日以上続く発熱・頭痛・100，000/mm3以下の血小

板減少・白血球減少 

蚊からの感染 

（詳細不明） 

インド、ムン

バイ、デリー、

アグラ 

 
 
 ④日本紅斑熱 
日本紅斑熱の届出は 6件であった。届出のあった月は 8月から 10月の間で、7、8月に各 1
件、10月に4件であった。罹患した年齢層をみると、60歳代以上が全体の半数を占めており、
次いで 30歳代、0歳と続いた。届出患者の性別構成は、男性が 2件、女性が 4件であった。 
発熱及び発疹症状がすべての患者に認められたが、刺し口は 2 症例でのみ確認された。日
本紅斑熱は、ダニが媒介するリケッチアに感染することで発症する。また、届出患者の年齢
も中高年が多い。今回は、0歳児からの日本紅斑熱患者の届出があり、本症例については、患
児の祖父がダニを発見したこと、以前、本疾患が周辺地域でも発生していたことから、医療
機関での迅速な判断と対応が功を奏し、大事には至らなかった事例であった。 
つつが虫病同様、森林作業や農作業など山野での作業時あるいは山野草等の採取時に感染
する確率が高いことから、山野に出向く機会や農作業の多い中高年者を中心に、長袖、長ズ
ボンなど肌の露出が少ない服装での作業をおこなうなど、ダニによる刺咬予防の注意喚起が
必要である。 

 
 
診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第34週 女性 5歳未満 発熱・刺し口・発疹 ダニからの感染 国内 

第39週 女性 30歳代 発熱・頭痛・発疹 不明 国内 

第41週 男性 60歳代 発熱・発疹･肝機能異常 動物・蚊・昆虫等か

らの感染 

国内 

〃 女性 80歳代 発熱・刺し口（右膝裏）・発疹・肝機能異常 動物・蚊・昆虫等か

らの感染 

国内 

第42週 女性 60歳代 発熱・発疹 不明（山野への出入

り等該当なし） 

国内 

〃 男性 30歳代 発熱・発疹 不明（山野への出入

り等該当なし） 

国内 
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⑤レジオネラ症 
 レジオネラ症の届出は 11件であった。月別にみると、1月に 1件、4月に 2件、5月に 4件、
9月に 1件、11月に 3件、計 11件が報告された。11件の届出のうち、10件が「患者」、1件
は「無症状病原体保有者」であった。 
「病型」はすべて、「肺炎型」で、尿中の病原体抗原検出により診断されたものが 9 件、検
体から直接PCR法による病原体遺伝子の検出によるものが 1件、間接蛍光抗体法による抗体
検出によるものが 1件であった。推定感染地域は 1件が中国とされ、他は全て国内であった。 
4月に届出があった事例では、患者が発症前に公衆浴場施設を使用していたとのことから、
浴槽水が疑われて、検査が実施されたが、レジオネラ属菌は検出されず、感染経路の特定に
は至らなかった。 
5月に届出があった事例では患者の自宅の井戸水が疑われ、検査を実施したものの、本事例
でもレジオネラ属菌は検出されず、感染経路の特定には至らなかった。 
11月の 3件については、同一の施設からの患者（1名は無症状病原体保有者で届出）であっ
たため、集団発生の可能性があるとして施設の浴槽水が疑われた。検査の結果、数箇所の浴
場から採取した検体から、基準値を超えるレジオネラ属菌が検出された。 
 

 
診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第3週 男性 70歳代 発熱・咳嗽・肺炎 自宅循環風呂 国内 

第14週 女性 60歳代 発熱・下痢・肺炎・その他（倦怠感） 塵挨感染 中国（北京） 

第18週 男性 70歳代 発熱・咳嗽・呼吸困難・肺炎 水系感染（温泉） 国内 

第19週 男性 60歳代 発熱・肺炎 不明 国内 

第20週 男性 60歳代 発熱・咳嗽・呼吸困難・肺炎 水系感染（井戸

水） 

国内 

第21週 男性 80歳代 発熱・咳嗽・肺炎 不明 国内 

〃 男性 70歳代 発熱・咳嗽・呼吸困難・肺炎 塵挨感染 国内 

第37週 男性 60歳代 発熱・肺炎 不明 国内 

第47週 男性 90歳代 発熱・意識障害・肺炎 水系感染（デイサ

ービス） 

国内 

 

 

〃 

 

女性 

 

80歳代 

 

発熱・咳嗽・肺炎 

水系感染（デイサ

ービス、自宅加湿

器） 

 

国内 

〃 女性 90歳代 なし 水系感染（デイサ

ービス） 

国内 
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（5）五類感染症 
 
 ①アメーバ赤痢 
  アメーバ赤痢の届出は、5月と 6月に各 1件、7月、10月、12月にそれぞれ 2件、計 8件
であった。 

  5月に届出のあった事例の推定感染地域は「韓国」とされ、その後フィリピンに移動した際、
現地の医療機関で本疾患と診断された。他の 7 件の推定感染地域はすべて「国内」とされ、
感染原因・感染経路は不明であった。病型別にみると、7 件が「腸管アメーバ症」で、1 件
（第 42週届出分）は「腸管外アメーバ症」と診断された。昨年の届出は 2件であったが、
平成 24年は 8件と患者の増加が見られた。 

 
 

診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第22週 女性 40歳代 下痢・粘血便・しぶり腹・腹痛・発熱 経口感染 

（屋台での食事） 

韓国 

第25週 男性 50歳代 下痢・粘血便・しぶり腹・鼓腸・腹痛・発熱・右季

肋部痛・その他（イレウス） 

不明 国内 

第28週 男性 40歳代 下痢・粘血便・しぶり腹 不明 国内 

第31週 男性 20歳代 下痢・腹痛・大腸粘膜異常所見 不明 国内 

第42週 男性 40歳代 発熱・右季肋部痛・肝膿瘍 性的接触 

（性交・異性間） 

国内 

第44週 男性 70歳代 腹痛・大腸粘膜異常所見 不明 国内 

第49週 女性 60歳代 粘血便 不明 国内 

第52週 男性 50歳代 下痢・粘血便 不明 国内 

 
 
 ②ウイルス性肝炎（E型肝炎及びA型肝炎を除く） 
  ウイルス性肝炎の届出は 4月に 1件、9月に 1件、12月に 2件、計 4件あった。 
  届出での「病型」はすべて「B 型」であり、推定感染地域はすべて「国内」であった。患
者は、いずれも男性であった。 
  症状は、一般に全身倦怠感、感冒様症状、食欲不振、悪感、嘔吐などの症状で急性に発症
して、数日後に褐色尿や黄疸を伴うことが多い。発熱、肝機能異常、その他の全身症状を呈
する発病後間もない時期には、かぜあるいは急性胃腸炎などと類似した症状を示すとされて
いる。 

 
 

診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第16週 

 

男性 

 

30歳代 

 

全身倦怠感・嘔吐・肝機能異常・黄疸 性的接触 

（性交・同性間） 

国内 
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 ②ウイルス性肝炎（つづき） 
 

診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第37週 

 

男性 

 

60歳代 

 

全身倦怠感・褐色尿・肝機能異常・黄疸・劇症肝炎 性的接触 

（不明・異性間） 

国内 

第51週 男性 50歳代 全身倦怠感・褐色尿・肝機能異常・黄疸 性的接触 

（性交・異性間） 

国内 

 

第52週 男性 40歳代 肝機能異常 性的接触 

（不明） 

国内 

 
 
 ③急性脳炎（ウエストナイル脳炎、西部ウマ脳炎、ダニ媒介脳炎、東部ウマ脳炎、日本脳炎、

ベネズエラウマ脳炎及びリフトバレー熱を除く） 
  急性脳炎の届出は、6月と 8月に 1件ずつあり、計2件であった。本疾患の診断基準は、意
識障害を伴って死亡した者、または意識障害を伴って 24時間以上入院した者のうち、①38度
以上の高熱、②何らかの中枢神経症状、③先行感染症状の少なくとも 1 つ以上の症状を呈し
ていることが必要である。「病型」はいずれも「病原体不明」での届出であった。 
6 月の患者は①から③のすべてに該当し、8 月の患者は①及び②が該当したことから本疾患
と診断された。また、8月に届出のあった患者については、行政依頼検査により患者検体が搬
入され、日本脳炎およびエンテロウイルスの検索を実施したが検出されず、原因の特定には
至らなかった。 

 
 

診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第25週 女性 40歳代 発熱・頭痛・意識障害・その他（左半身感覚障害） 不明 国内 

第33週 男性 5～9歳代 発熱・痙攣・意識障害・髄液細胞数の増加 不明 国内 

 
 
 ④劇症型溶血性レンサ球菌感染症 
   劇症型溶血性レンサ球菌感染症は 2月に1件の届出があった。患者は 50歳代の女性で、シ
ョック、腎不全、DIC、軟部組織炎の症状を呈し、血液および生検組織から病原体が分離・同
定され、血清群「A群」（Streptococcus pyogenes）によるものと診断された。推定感染経路は国
内で、感染原因・感染経路は不明であった。 

 
 

診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第9週 女性 50歳代 ショック・腎不全・DIC・軟部組織炎 不明 国内 
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⑤後天性免疫不全症候群（HIV感染症を含む） 
  後天性免疫不全症候群の届出は1月に1件、3月に2件、7月に1件、10月に1件、計5件
の届出があった。真性患者は4件（内、3件がAIDS、1件がその他（HIV関連ITP））、無症状
病原体保有者は1件であった。届出の年齢層は30歳代が2件、40歳代1件、50歳代1件、
60歳代1件であった。 
長崎県でも保健所を中心に検査体制が構築されており、今回の発生届の中にも保健所にお
ける自発的検査により発覚したケースが 1 例認められていることから、相談体制や検査に対
する説明、早期発見による早期治療及び感染拡大防止のための啓発が引き続き重要である。 

 
 
診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第4週 男性 40歳代 呼吸困難感・咳嗽 性行為感染 

（同性間） 

国内 

第10週 男性 50歳代 なし 性行為感染 

（同性間） 

国内 

第12週 男性 30歳代 嘔吐・食思不振・咽頭痛・倦怠感・発熱・ニューモ

システィス肺炎 

性行為感染 

（同性間） 

国内 

第28週 男性 30歳代 ITP（特発性血小板減少性紫斑病）・大腿骨頭壊死 性行為感染 

（同性間） 

国内 

 

第43週 

 

男性 

 

60歳代 

 

肺炎（ニューモシスティス肺炎疑い） 

 

性行為感染 

（異性間か同性

間か不明） 

 

国内 

 
 
 ⑥ジアルジア症 
   ジアルジア症の届出は 4月に 1件、30歳代の男性患者であった。下痢症状を呈し、医療機
関において便からの鏡検による病原体の検出により診断された。推定感染地域は国外で、聞
き取り調査により2010年3月～2012年3月までエクアドルへの滞在歴があることが判明した。
他にも有症状者がいたとのことであったが、その後の詳細については不明であり、帰国後本
疾患の診断となった。 

 
 

診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第17週 男性 30歳代 下痢 経口感染 

（加熱後の肉料理のほか生野菜を食

べていた。水はミネラルウォーター

を飲んでいた。） 

エクアドル 
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 ⑦梅毒 
  梅毒の届出は 4月と 11月に 1件ずつあり、計 2件の届出があった。いずれも「無症状病原
体保有者」であり、20代と 30代の男性で、感染地域は国内とされ、感染原因は性的接触とさ
れた。 

 
 

診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第16週 男性 30歳代 なし 性的接触（性交） 

性的接触（同性間） 

国内 

第48週 男性 20歳代 なし 性的接触（経口） 

性的接触（異性間） 

国内 

 
 
⑧破傷風 
 破傷風の届出は、2月に 1件の届出があった。患者は 40歳代の男性で、筋肉のこわばり、
開口障害、強直性痙攣、易興奮性、反弓緊張の症状が認められた。推定感染地域は国内で、
感染原因・感染経路は、創傷感染によるものであったが、創傷部位などの詳細については不
明である。 
  
 
診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第8週 男性 40歳代 筋肉のこわばり・開口障害・強直性痙攣・易興奮

性・反弓緊張 

創傷感染 

（創傷の部位状況詳

細不明） 

国内 

 
 
⑨バンコマイシン耐性腸球菌感染症 
 バンコマイシン耐性腸球菌感染症の届出は、6月に 1件の届出があった。患者は 40歳代の
男性で、血液より分離され、同定された分離菌からバンコマイシン耐性遺伝子が検出された。
耐性遺伝子はVanC、菌種名はEnterococcus casseliflavusであった。 
 一般に多くの抗生物質に対し耐性であるため、市中感染とともに院内感染の病原体として
も重要であり、尿路感染症、敗血症、心内膜炎、外傷による感染などさまざまな感染に関与
している。 

 
 
診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第24週 男性 40歳代 発熱・菌血症 不明 国内 
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⑨風しん 
 風しんの届出は、8月に 1件、10月に 1件の計 2件であった。 
 8月の届出患者は 10歳代の女性で、「病型」は検査診断例で、IgM抗体の検出により、陽性
と診断された。発疹、発熱、リンパ節腫脹の症状を認め、推定感染地域は国内、風しん含有
ワクチン接種歴は 1 歳の時に風しん単抗原を接種したとのことであったが、母子手帳紛失の
ため、詳細な接種年月日や製造会社、Lot番号などは不明であった。また、2回目の接種は受
けていなかった。患者は発症前に県外のコンサートに参加しており、届出ではその際の飛沫・
飛沫核感染と推定された。 

10月の届出患者は 30歳代の女性で、発疹、発熱、リンパ節腫脹、関節痛、関節炎の症状を
認め、「病型」は「検査診断例」で、PCRにより風しんウイルス遺伝子が検出された。 
推定感染地域は国内、ワクチン接種歴は不明であった。感染原因・感染経路についても不
明であった。患者は他県在住者であり、当時、居住地において風しん患者が多数報告されて
いたことから、居住地で罹患し、帰省先の長崎で発症したのではないかと推察される事例で
あった。 
平成24年は、風しんによる報告数が首都圏を中心に過去5年間において最も急激に増加し、
その内訳は20～40歳代の男性が全体の約6割を占めた。幸い長崎県での報告数は2件にとどま
ったが、今後の発生状況に注視する疾患である。 
 
 
診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第35週 女性 10～19歳代 発疹・発熱・リンパ節腫脹 飛沫・飛沫核感染 国内 

第41週 女性 30歳代 発疹・発熱・リンパ節腫脹・関節痛・関節炎 不明 国内 

 
 
⑩麻しん 
 麻しんの届出は 1件で、6月に届出があった。 
 患者は 40歳代の男性で、発熱、咳、結膜充血、コプリック斑、発疹、肺炎の症状を認めた。
「病型」は「麻しん（臨床診断例）」で、ワクチン接種歴は不明、推定感染地域は国内で、飛
沫・飛沫核感染による感染とされたが詳細については不明であった。 
麻しんについては、我が国でも 2007年の流行をきっかけとして、2012年度（平成 24年度）
までに国内から麻しんを排除し、その状態維持を目指すことを目標に、その取り組みがおこ
なわれているところである。しかしながら、平成 24年 12月に麻しんを取り巻く現状の変化
等を踏まえ、麻しん排除に向けた新たな目標の設定や、麻しん患者が一例でも発生した場合
の迅速な対応の強化を規定するなど、麻しんに関する特定感染症予防指針の一部が改正され
た。 
改正の内容は、「平成 27 年度までに麻しんの排除を達成し、世界保健機関による麻しんの
排除の認定を受け、かつ、その後も麻しんの排除の状態を維持することを目標とする。」こと
となり、さらに「届出・検査・相談体制の充実」、「定期接種の時限措置の終了と今後の新た
な対策」、「第 1期及び第 2期の定期接種の接種率目標（95％以上）の明確化」、「国際機関へ
の協力」、「排除認定会議の設置」、「普及啓発の充実」などが盛り込まれた。 
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確定診断には最も信頼性の高い遺伝子検査が必須であり、医療機関、医師会及び行政機関、
その他学校等の関連機関との連携により「麻しん排除」に向けたさらなる対策が必要である。 

 
 

診断週 性別 年齢 症状 推定感染経路 推定感染地域 

第23週 男性 40歳代 発熱・咳・結膜充血・コプリック斑・発疹・肺炎 飛沫・飛沫核感染 国内 
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平成 24年 感染症週報（全数把握の対象感染症）推移表 長崎県 
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1 12.01.02-12.01.08 6
2 12.01.09-12.01.15 5
3 12.01.16-12.01.22 9
4 12.01.23-12.01.29 10
5 12.01.30-12.02.05 9 1
6 12.02.06-12.02.12 7
7 12.02.13-12.02.19 11
8 12.02.20-12.02.26 10 1
9 12.02.27-12.03.04 10 1
10 12.03.05-12.03.11 9
11 12.03.12-12.03.18 11
12 12.03.19-12.03.25 7
13 12.03.26-12.04.01 4
14 12.04.02-12.04.08 9
15 12.04.09-12.04.15 6
16 12.04.16-12.04.22 10
17 12.04.23-12.04.29 7
18 12.04.30-12.05.06 6
19 12.05.07-12.05.13 7
20 12.05.14-12.05.20 7
21 12.05.21-12.05.27 6
22 12.05.28-12.06.03 10
23 12.06.04-12.06.10 8 1
24 12.06.11-12.06.17 6
25 12.06.18-12.06.24 9
26 12.06.25-12.07.01 8 1
27 12.07.02-12.07.08 10
28 12.07.09-12.07.15 7 1 1
29 12.07.16-12.07.22 5
30 12.07.23-12.07.29 5
31 12.07.30-12.08.05 8
32 12.08.06-12.08.12 16 1
33 12.08.13-12.08.19 5
34 12.08.20-12.08.26 4
35 12.08.27-12.09.02 11 1
36 12.09.03-12.09.09 11 3
37 12.09.10-12.09.16 7
38 12.09.17-12.09.23 5
39 12.09.24-12.09.30 3
40 12.10.01-12.10.07 13 1
41 12.10.08-12.10.14 5 1
42 12.10.15-12.10.21 4 5
43 12.10.22-12.10.28 6 2
44 12.10.29-12.11.04 12 6
45 12.11.05-12.11.11 9 1
46 12.11.12-12.11.18 2 13
47 12.11.19-12.11.25 2 4
48 12.11.26-12.12.02 5 1
49 12.12.03-12.12.09 12
50 12.12.10-12.12.16 4
51 12.12.17-12.12.23 7
52 12.12.24-12.12.30 6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 391 0 0 0 2 43 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0合　　計

 週　　　　　期　　間
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平成 24年 感染症週報（全数把握の対象感染症）推移表 長崎県 

 

キ
ャ
サ
ヌ
ル
森
林
病

Q
熱

狂
犬
病

コ
ク
シ
ジ
オ
イ
デ
ス
症

サ
ル
痘

腎
症
候
性
出
血
熱

西
部
ウ
マ
脳
炎

ダ
ニ
媒
介
脳
炎

炭
疽

チ
ク
ン
グ
ニ
ア
熱

つ
つ
が
虫
病

デ
ン
グ
熱

東
部
ウ
マ
脳
炎

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ニ
パ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

日
本
紅
斑
熱

日
本
脳
炎

ハ
ン
タ
ウ
イ
ル
ス
肺
症
候
群

Ｂ
ウ
イ
ル
ス
病

鼻
疽

ブ
ル
セ
ラ
症

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
ウ
マ
脳
炎

ヘ
ン
ド
ラ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

発
疹
チ
フ
ス

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
症

マ
ラ
リ
ア

野
兎
病

ラ
イ
ム
病

1 12.01.02-12.01.08 1
2 12.01.09-12.01.15 1
3 12.01.16-12.01.22
4 12.01.23-12.01.29
5 12.01.30-12.02.05
6 12.02.06-12.02.12
7 12.02.13-12.02.19
8 12.02.20-12.02.26
9 12.02.27-12.03.04
10 12.03.05-12.03.11
11 12.03.12-12.03.18
12 12.03.19-12.03.25
13 12.03.26-12.04.01
14 12.04.02-12.04.08
15 12.04.09-12.04.15
16 12.04.16-12.04.22
17 12.04.23-12.04.29
18 12.04.30-12.05.06
19 12.05.07-12.05.13 1
20 12.05.14-12.05.20
21 12.05.21-12.05.27
22 12.05.28-12.06.03 1
23 12.06.04-12.06.10
24 12.06.11-12.06.17
25 12.06.18-12.06.24
26 12.06.25-12.07.01
27 12.07.02-12.07.08
28 12.07.09-12.07.15
29 12.07.16-12.07.22
30 12.07.23-12.07.29 1
31 12.07.30-12.08.05
32 12.08.06-12.08.12
33 12.08.13-12.08.19
34 12.08.20-12.08.26 1
35 12.08.27-12.09.02 1
36 12.09.03-12.09.09
37 12.09.10-12.09.16
38 12.09.17-12.09.23
39 12.09.24-12.09.30 1
40 12.10.01-12.10.07 1 1
41 12.10.08-12.10.14 2
42 12.10.15-12.10.21 1 2
43 12.10.22-12.10.28 1
44 12.10.29-12.11.04
45 12.11.05-12.11.11
46 12.11.12-12.11.18 2
47 12.11.19-12.11.25 1
48 12.11.26-12.12.02
49 12.12.03-12.12.09
50 12.12.10-12.12.16
51 12.12.17-12.12.23
52 12.12.24-12.12.30

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 3 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0合　　計

 週　　　　　期　　間
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平成 24年 感染症週報（全数把握の対象感染症）推移表 長崎県 

 

リ

ッ
サ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

リ
フ
ト
バ
レ
ー
熱

類
鼻
疽

レ
ジ
オ
ネ
ラ
症

レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症

ロ

ッ
キ
ー
山
紅
斑
熱

ア
メ
ー
バ
赤
痢

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

急
性
脳
炎

（
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
脳
炎

、
西
部
ウ
マ
脳
炎

、

ダ
ニ
媒
介
脳
炎

、
東
部
ウ
マ
脳
炎

、
日
本
脳
炎

、
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
ウ
マ
脳
炎
及
び
リ
フ
ト
バ
レ
ー
熱
を
除
く

）

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
症

ク
ロ
イ
ツ
フ

ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病

劇
症
型
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
感
染
症

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

ジ
ア
ル
ジ
ア
症

髄
膜
炎
菌
性
髄
膜
炎

先
天
性
風
し
ん
症
候
群

梅
毒

破
傷
風

バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
感
染
症

バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
耐
性
腸
球
菌
感
染
症

風
し
ん

麻
疹

1 12.01.02-12.01.08
2 12.01.09-12.01.15
3 12.01.16-12.01.22 1
4 12.01.23-12.01.29 1
5 12.01.30-12.02.05
6 12.02.06-12.02.12
7 12.02.13-12.02.19
8 12.02.20-12.02.26
9 12.02.27-12.03.04 1
10 12.03.05-12.03.11 1
11 12.03.12-12.03.18
12 12.03.19-12.03.25 1
13 12.03.26-12.04.01
14 12.04.02-12.04.08 1
15 12.04.09-12.04.15
16 12.04.16-12.04.22 1
17 12.04.23-12.04.29 1 1
18 12.04.30-12.05.06 1
19 12.05.07-12.05.13 1
20 12.05.14-12.05.20 1
21 12.05.21-12.05.27 2
22 12.05.28-12.06.03 1
23 12.06.04-12.06.10 1

24 12.06.11-12.06.17
25 12.06.18-12.06.24 1 1
26 12.06.25-12.07.01
27 12.07.02-12.07.08
28 12.07.09-12.07.15 1 1
29 12.07.16-12.07.22
30 12.07.23-12.07.29
31 12.07.30-12.08.05 1
32 12.08.06-12.08.12
33 12.08.13-12.08.19 1
34 12.08.20-12.08.26
35 12.08.27-12.09.02 1

36 12.09.03-12.09.09
37 12.09.10-12.09.16 1 1
38 12.09.17-12.09.23
39 12.09.24-12.09.30
40 12.10.01-12.10.07
41 12.10.08-12.10.14 1

42 12.10.15-12.10.21 1
43 12.10.22-12.10.28 1
44 12.10.29-12.11.04 1
45 12.11.05-12.11.11
46 12.11.12-12.11.18
47 12.11.19-12.11.25 3
48 12.11.26-12.12.02
49 12.12.03-12.12.09 1 1
50 12.12.10-12.12.16
51 12.12.17-12.12.23 1
52 12.12.24-12.12.30 1 1

0 0 0 11 0 0 8 4 2 0 0 1 5 1 0 0 2 0 0 0 2 1合　　計

 週　　　　　期　　間
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２ 定点把握の対象感染症 
 
（1）インフルエンザ（高病原性鳥インフルエンザを除く） 
平成 24年の年間患者報告数は 20,249人で、前年（24,170人）を下回った。第 2週より増加
を始め、第3週に定点当たり報告数が注意報レベル「10」を超えて（14.21）、第 7週にピーク
に達し、29.79を記録した。しかしながら、ピーク時の報告数は前年が警報レベル「30」を超
える 56.61を記録したのに対し、24年では警報レベルを超えることはなかった。その後、報告
数は徐々に減少し、第 15週に再度小さなピーク（11.00）を認めたが第 20週以降、定点当た
り報告数は1.0以下となり、全国平均と同様に推移した。 
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（2）RSウイルス感染症 
平成 24年の年間患者報告数は 1,431人で、前年（804人）より 627人の増加が認められた。
流行は 8月から 12月にかけて前年を上回る値で推移し、定点当たり患者数は、第 45週に 1.73
と最大値を示した。流行の推移は、全国の推移と同様の傾向を示した。 
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（3）咽頭結膜熱 
   平成24年の年間患者報告数は 661人で、前年（712人）より若干減少した。咽頭結膜熱（プ

ール熱）は例年、夏季に流行が見られるが、全国の推移と比較すると、夏季にかけての流行
は明確ではなく、むしろ春先や冬場での増加が認められ、増減を繰り返しながら推移した。 
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（4）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 
  平成 24年の年間患者報告数は 3,679人で、前年（3,031人）より 648人増加した。第 1週か
ら 17週にかけて前年より高値で推移し、18週に減少したものの、第 19週から患者数の増加が
みられ、第 22 週に流行のピークを認めた。その後、徐々に患者報告数は減少し、流行の推移
は全国と同様の傾向を示した。 
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（5）感染性胃腸炎 
  平成 24年の年間患者報告数は 15,752人で、前年（13,338人）より 2,414人増加した。例年同
様、冬季に流行のピークを認め、第 50週に定点当たり患者数は最高値（19.30）に達した。警
報レベルの開始基準値である「20」を超えることはなかった。流行の推移は全国と同様の傾向
を示した。 
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（6）水痘 
  平成 24年の年間患者報告数は 2,996人で、前年（3,972人）より 976人減少した。第 51週に
定点当たり患者数は最高値（3.39）を記録した。6月から 7月にかけては昨年の報告数を下回
ったが、11月から 12月の立ち上がりは 24年のほうが高値で推移した。全体的に、長崎県が全
国平均患者数を上回った。流行の年間推移は全国と同様の推移を示した。 
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（7）手足口病 
   平成 24年の年間患者報告数は 279人で、前年（6,723人）から大幅に減少した。昨年の主要
な原因ウイルスはコクサッキーウイルスA6（CVA6）によるものであったが、24年は当センタ
ーへの検体搬入がなかったため、本県における原因ウイルスは特定できなかったが全国的には、
CVA16が主流であった。流行の推移は全国と同様の傾向を示した。 
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（8）伝染性紅斑 
  平成 24年の患者報告数は 65人で、前年（720人）、一昨年（1,600人）と比較して大幅に減少
した。全国平均を上回ることもほとんどなく、目立った流行は認められなかった。 
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（９）突発性発疹 
 平成 24年の年間患者報告数は 1,294人で、前年（1,342人）より若干減少した。患者報告数は、
前年と同様に推移し、定点当たり報告数 1.0を超える週はなかった。 

 
 

 

 
 
 

 



 - 35 - 

（10）百日咳 
   平成 24年の年間患者報告数は 26人で、前年（51人）より 25人減少した。患者報告数の推
移は例年と同様の傾向を示した。 
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（11）ヘルパンギーナ 
平成 24年の年間患者報告数は 743人で、前年（1,134人）より 391人減少した。流行は第 22
週より始まり、第 27週に定点当たりの患者数が 1.0を超えて、第 30週にピーク（2.45）に達
した。患者数は全国平均を下回り、流行の推移は全国と同様の傾向を示した。 
本県におけるヘルパンギーナの患者検体からは、コクサッキーウイルス A4（CVA4）が検出
された。 
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（12）流行性耳下腺炎 
平成 24年の年間患者報告数は 1,357人で、前年（1,904人）より 547人減少した。年間の推移
をみると、全国平均を上回っているものの、目立った流行は認められなかった。 
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（13）急性出血性結膜炎 
平成 24年の年間患者報告数は 16人で、前年（58人）より 42人減少した。報告数は例年、全
国平均よりも高値であり、24年は第 3週から第 20週に増減を繰り返し、その後、目立った変動
は認められず、全国平均と同様に推移した。 
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（14）流行性角結膜炎 
 平成 24年の年間患者報告数は 223人で、前年（282人）より 59人減少した。本県における報
告数の推移は例年とほぼ同様であった。前年と比べ 9月から 10月にかけての患者数が少なかっ
た。全国平均では定点当たり患者数が 1.0を超える月は見られなかったが、本県では、第 40週
を除き、0.13～1.25の間で増減を繰り返す傾向がみられた。 
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（15）細菌性髄膜炎 
平成 24年の年間患者報告数は 9人で、前年（6人）より3人増加した。 
 第 11週に 2件、第5、17、19、20、21、35、49週でそれぞれ 1件ずつ報告があった。原因菌
は、Streptococcus Pneumoniaeが 4件（11、17、21週）次いで Streptococcus Agalactiaeが 1件（19
週）、Haemophilus Influenzaeが 1件（35週）、Staphylococcus Aureusが 1件（49週）で、2件（5、
20週）は不明であった。 
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（16）無菌性髄膜炎 
平成 24年の年間患者報告数は 33人で、前年（38人）より5人減少した。本疾患の原因につい
ては、検体から細菌が見いだされないことによる「菌の不検出」や「不明」による理由がほと
んどで、届出があった中で 6件が抗体検査によりMumps virusによるものとして報告があった。      
それ以外については、原因の究明には至っていない。 
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（17）マイコプラズマ肺炎 
 平成 24年の年間患者報告数は 336人で、前年（405人）より 69人減少した。全国的には緩や
かに右肩上がりの推移を示したが、本県では増減を繰り返しながらも逆に右肩下がりの推移を
示した。 
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（18）クラミジア肺炎（オウム病は除く） 
平成 24年の年間患者報告数は 4名で、前年（14人）より 10人減少した。 
第 2週に 2件、第 8週と 50週に 1件ずつ報告があった。定点当たり患者数は 0.2以下で推移し
た。 
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3 STD定点報告の対象感染症 
 
（1）性器クラミジア感染症 
平成 24年の年間患者報告数は 195人で、その内訳は、男性 89人（45.6％）、女性 106人（54.4％）
であった。前年より 58人増加し、男性では、前年 86人と報告数は若干減少したが、女性では、
前年の 51人より約 2倍増加した。男女別にみると、女性がやや多く、年齢別にみると、20歳
代が男女ともに多く全体の半数以上を占めており、次いで 15～19 歳代の女性に多い傾向が認
められた。 
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（2）性器ヘルペスウイルス感染症 
平成 24年の年間患者報告数は 97人で、その内訳は、男性43人（44.3％）、女性 54人（55.7％）
であった。前年 61人からの男性（23人）、女性（38人）ともに増加した。男女別にみると、女
性がやや多い傾向にあった。また、年齢階級別にみると、35～39 歳代が 16 人と最も多く、20
代、30代で全体の 6割を占めていた。 
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（3）尖圭コンジローマ 
平成 24年の年間患者報告数 29人で、その内訳は、男性 11人（38％）、女性 18人（62％）で
あった。前年は男性 21人、女性 7人の計 28人であった。男女別では女性が 6割と多い傾向が
みられ、年齢別では 20歳代が 13人と全体の約半数を占めた。 

 

 

 

 
 
 

 



 - 47 - 

（4）淋菌感染症 
平成 24年の年間患者報告数は 66人で、その内訳は、男性 52人（78.8％）、女性 14人（21.2％）
であった。前年の 96人から 30人減少した。男女別にみると男性が約 8割を占め、年齢別では
20歳代が 45％、30歳代が 24％で、いずれにおいても男性患者の報告が多かった。 
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4 基幹定点報告の対象感染症 
 
（1）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 
平成 24年の年間患者報告数は 628人で、前年（686人）より 58人減少した。年間の推移を
みると、平成 19年以前は全国を下回っていたが、それ以降は、振れ幅はあるものの全国平均
とほぼ同様の流行状況を示している。 
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（2）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 
平成 24年の年間患者報告数は 41人で、前年 47人より減少した。24年は 3月での報告数が全
国平均を上回ったものの、例年全国平均を下回る傾向にある。 
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（3）薬剤耐性緑膿菌感染症 
平成 24年の年間患者報告数は 4人で、前年（12人）より8人減少した。1月、12月にそれぞ
れ 2名ずつの報告があった。 

 
 

 

 
 
 
 

 
 



 - 51 - 

（4）薬剤耐性アシネトバクター感染症※ 
 本感染症は、平成 23年 2月 1日以降、基幹定点報告の対象疾患となっているが、本県では、
23年に続き、24年の患者報告はなかった。 
 

 
※薬剤耐性アシネトバクター感染症は、23年2月 1日より基幹定点報告の対象感染症とし
て追加された。 
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平成 24年 感染症週報（定点把握の対象感染症） 推移表 患者報告数 長崎県 

 

インフル
エンザ 小児科 眼科 基幹 インフル

エンザ
RSウイル
ス感染症

咽頭結膜
熱

A群溶血
性レンサ
球菌咽頭
炎

感染性
胃腸炎 水痘 手足口病 伝染性紅

斑
突発性発
疹

1 12.01.02-12.01.08 70 44 8 12 82 28 7 61 424 117 3 2 16

2 12.01.09-12.01.15 70 44 8 12 366 27 5 83 598 96 4 4 30

3 12.01.16-12.01.22 70 44 8 12 995 26 11 90 666 58 - 3 34

4 12.01.23-12.01.29 70 44 8 12 1416 22 6 104 512 78 1 3 17

5 12.01.30-12.02.05 70 44 8 12 1703 20 17 78 432 51 2 5 19

6 12.02.06-12.02.12 70 44 8 12 1996 13 10 88 398 52 - 2 13

7 12.02.13-12.02.19 70 44 8 12 2085 11 30 84 417 68 - 3 26

8 12.02.20-12.02.26 70 44 8 12 2048 11 6 84 443 54 - 5 13

9 12.02.27-12.03.04 70 44 8 12 1695 19 9 73 415 90 4 1 22

10 12.03.05-12.03.11 70 44 8 12 1456 25 10 118 407 45 1 - 23

11 12.03.12-12.03.18 70 44 8 12 1150 26 14 81 333 88 - - 25

12 12.03.19-12.03.25 70 44 8 12 998 27 12 65 291 56 - 3 22

13 12.03.26-12.04.01 70 44 8 12 774 20 2 73 281 50 3 1 23

14 12.04.02-12.04.08 70 44 8 12 524 18 14 82 276 54 1 1 19

15 12.04.09-12.04.15 70 44 8 12 770 17 4 82 386 40 - - 17

16 12.04.16-12.04.22 70 44 8 12 713 10 9 87 343 34 2 2 26

17 12.04.23-12.04.29 70 44 8 12 518 7 10 95 311 56 1 1 21

18 12.04.30-12.05.06 70 44 8 12 232 2 10 39 179 39 - - 23

19 12.05.07-12.05.13 70 44 8 12 118 4 8 85 239 97 1 4 34

20 12.05.14-12.05.20 70 44 8 12 66 1 10 102 278 54 3 - 30

21 12.05.21-12.05.27 70 44 8 12 60 1 15 128 265 59 1 - 23

22 12.05.28-12.06.03 70 44 8 12 28 - 9 133 237 77 3 - 24

23 12.06.04-12.06.10 70 44 8 12 8 - 19 131 200 51 2 - 30

24 12.06.11-12.06.17 70 44 8 12 6 - 17 96 189 43 6 - 32

25 12.06.18-12.06.24 70 44 8 12 1 - 15 127 185 32 7 1 41

26 12.06.25-12.07.01 70 44 8 12 - 1 21 88 143 26 5 - 28

27 12.07.02-12.07.08 70 44 8 12 2 1 20 104 124 25 5 - 21

28 12.07.09-12.07.15 70 44 8 12 8 2 11 65 119 17 3 2 25

29 12.07.16-12.07.22 70 44 8 12 4 2 8 40 108 19 2 2 21

30 12.07.23-12.07.29 70 44 8 12 3 - 7 36 104 28 5 - 27

31 12.07.30-12.08.05 70 44 8 12 1 2 25 28 103 25 9 - 33

32 12.08.06-12.08.12 70 44 8 12 6 7 11 37 129 20 5 - 23

33 12.08.13-12.08.19 70 44 8 12 19 8 14 28 99 32 5 - 23

34 12.08.20-12.08.26 70 44 8 12 4 8 11 27 112 23 3 - 41

35 12.08.27-12.09.02 70 44 8 12 15 28 7 39 106 22 5 - 30

36 12.09.03-12.09.09 70 44 8 12 10 48 2 21 97 32 9 3 28

37 12.09.10-12.09.16 70 44 8 12 29 60 11 30 97 44 10 - 33

38 12.09.17-12.09.23 70 44 8 12 9 49 7 30 104 20 13 - 28

39 12.09.24-12.09.30 70 44 8 12 9 68 11 31 118 45 8 - 34

40 12.10.01-12.10.07 70 44 8 12 6 63 10 41 108 43 15 3 23

41 12.10.08-12.10.14 70 44 8 12 - 57 3 37 100 27 4 - 21

42 12.10.15-12.10.21 70 44 8 12 1 74 7 38 160 43 2 4 24

43 12.10.22-12.10.28 70 44 8 12 - 59 9 38 245 29 1 - 25

44 12.10.29-12.11.04 70 44 8 12 - 56 22 32 208 53 6 1 18

45 12.11.05-12.11.11 70 44 8 12 1 76 17 54 303 45 19 1 27

46 12.11.12-12.11.18 70 44 8 12 2 59 16 76 414 103 10 - 25

47 12.11.19-12.11.25 70 44 8 12 2 65 17 76 487 94 14 1 14

48 12.11.26-12.12.02 70 44 8 12 5 75 30 86 776 121 17 3 19

49 12.12.03-12.12.09 70 44 8 12 29 65 19 98 772 125 19 - 32

50 12.12.10-12.12.16 70 44 8 12 84 63 16 87 849 117 12 1 27

51 12.12.17-12.12.23 70 44 8 12 113 52 32 83 596 149 9 - 18

52 12.12.24-12.12.30 70 44 8 12 79 48 18 60 466 130 19 3 23

20,249 1,431 661 3,679 15,752 2,996 279 65 1,294

疾患名

合　　計

定点数

 週　　　期　　間
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平成 24年 感染症週報（定点把握の対象感染症） 推移表 患者報告数 長崎県 

 

インフル
エンザ 小児科 眼科 基幹 百日咳 ヘルパン

ギーナ
流行性
耳下腺炎

急性出血
性結膜炎

流行性角
結膜炎

細菌性
髄膜炎

無菌性
髄膜炎

マイコプ
ラズマ肺
炎

クラミジ
ア肺炎

1 12.01.02-12.01.08 70 44 8 12 - - 31 - 10 - 1 13 -

2 12.01.09-12.01.15 70 44 8 12 1 2 32 - 2 - - 8 2

3 12.01.16-12.01.22 70 44 8 12 - - 28 1 9 - - 7 -

4 12.01.23-12.01.29 70 44 8 12 - 1 20 - 5 - - 6 -

5 12.01.30-12.02.05 70 44 8 12 - 1 20 - 8 2 - 7 -

6 12.02.06-12.02.12 70 44 8 12 - 2 22 1 6 - - 8 -

7 12.02.13-12.02.19 70 44 8 12 - 1 38 3 8 - - 10 -

8 12.02.20-12.02.26 70 44 8 12 - 1 32 1 7 - - 8 1

9 12.02.27-12.03.04 70 44 8 12 - - 42 - 2 - 2 11 -

10 12.03.05-12.03.11 70 44 8 12 - 2 17 - 4 - - 6 -

11 12.03.12-12.03.18 70 44 8 12 - 1 30 - 2 2 1 7 -

12 12.03.19-12.03.25 70 44 8 12 - 1 37 2 3 - - 5 -

13 12.03.26-12.04.01 70 44 8 12 1 5 27 1 6 - - 4 -

14 12.04.02-12.04.08 70 44 8 12 - 1 23 1 4 - - 9 -

15 12.04.09-12.04.15 70 44 8 12 - 3 26 4 3 - - 10 -

16 12.04.16-12.04.22 70 44 8 12 - - 31 - 2 - - 9 -

17 12.04.23-12.04.29 70 44 8 12 - - 25 - 3 1 - 8 -

18 12.04.30-12.05.06 70 44 8 12 - - 21 - 3 - - 9 -

19 12.05.07-12.05.13 70 44 8 12 1 4 20 - 6 1 1 10 -

20 12.05.14-12.05.20 70 44 8 12 1 6 26 2 2 1 - 12 -

21 12.05.21-12.05.27 70 44 8 12 - 3 11 - 3 - 1 12 -

22 12.05.28-12.06.03 70 44 8 12 - 17 26 - 7 - - 8 -

23 12.06.04-12.06.10 70 44 8 12 - 4 20 - 3 - - 5 -

24 12.06.11-12.06.17 70 44 8 12 4 12 24 - 2 - 1 5 -

25 12.06.18-12.06.24 70 44 8 12 - 19 36 - 6 - 3 10 -

26 12.06.25-12.07.01 70 44 8 12 - 37 32 - 6 - - 5 -

27 12.07.02-12.07.08 70 44 8 12 3 64 34 - 5 - - 12 -

28 12.07.09-12.07.15 70 44 8 12 - 94 53 - 5 - 2 6 -

29 12.07.16-12.07.22 70 44 8 12 1 97 26 - 1 - 2 1 -

30 12.07.23-12.07.29 70 44 8 12 1 108 36 - 3 - 1 6 -

31 12.07.30-12.08.05 70 44 8 12 - 61 15 - 5 - 2 6 -

32 12.08.06-12.08.12 70 44 8 12 - 42 21 - 2 - 2 3 -

33 12.08.13-12.08.19 70 44 8 12 - 32 14 - 1 - 1 8 -

34 12.08.20-12.08.26 70 44 8 12 - 24 9 - 7 - 2 10 -

35 12.08.27-12.09.02 70 44 8 12 - 27 26 - 2 1 2 1 -

36 12.09.03-12.09.09 70 44 8 12 - 25 15 - 2 - 1 6 -

37 12.09.10-12.09.16 70 44 8 12 1 17 14 - 4 - 2 6 -

38 12.09.17-12.09.23 70 44 8 12 2 7 21 - 5 - - 4 -

39 12.09.24-12.09.30 70 44 8 12 - 1 22 - 6 - - 5 -

40 12.10.01-12.10.07 70 44 8 12 - 4 25 - - - - 6 -

41 12.10.08-12.10.14 70 44 8 12 - 3 17 - 3 - - 6 -

42 12.10.15-12.10.21 70 44 8 12 1 2 27 - 1 - - 7 -

43 12.10.22-12.10.28 70 44 8 12 - - 24 - 3 - 1 5 -

44 12.10.29-12.11.04 70 44 8 12 1 - 25 - 2 - 2 2 -

45 12.11.05-12.11.11 70 44 8 12 3 - 40 - 10 - 1 3 -

46 12.11.12-12.11.18 70 44 8 12 - 2 26 - 5 - 1 2 -

47 12.11.19-12.11.25 70 44 8 12 1 3 27 - 6 - - - -

48 12.11.26-12.12.02 70 44 8 12 - 1 20 - 8 - - 5 -

49 12.12.03-12.12.09 70 44 8 12 1 - 27 - 5 1 - 3 -

50 12.12.10-12.12.16 70 44 8 12 - 2 32 - 5 - 1 - 1

51 12.12.17-12.12.23 70 44 8 12 3 2 31 - 3 - - 5 -

52 12.12.24-12.12.30 70 44 8 12 - 2 33 - 2 - - 6 -

26 743 1,357 16 223 9 33 336 4

疾患名

 週　　　期　　間

合　　計

定点数
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平成 24年 感染症週報（定点把握の対象感染症） 推移表 定点当たり患者報告数 長崎県 
平成24年　感染症週報（定点把握の対象感染症）　推移表　定点当たり患者報告数　長崎県

インフル
エンザ 小児科 眼科 基幹 インフル

エンザ
RSウイル
ス感染症

咽頭結膜
熱

A群溶血
性レンサ
球菌咽頭
炎

感染性
胃腸炎 水痘 手足口病 伝染性紅

斑
突発性発
疹

1 12.01.02-12.01.08 70 44 8 12 1.15 0.64 0.16 1.39 9.64 2.66 0.07 0.05 0.36

2 12.01.09-12.01.15 70 44 8 12 5.15 0.61 0.11 1.89 13.59 2.18 0.09 0.09 0.68

3 12.01.16-12.01.22 70 44 8 12 14.21 0.59 0.25 2.05 15.14 1.32 - 0.07 0.77

4 12.01.23-12.01.29 70 44 8 12 20.23 0.50 0.14 2.36 11.64 1.77 0.02 0.07 0.39

5 12.01.30-12.02.05 70 44 8 12 24.33 0.45 0.39 1.77 9.82 1.16 0.05 0.11 0.43

6 12.02.06-12.02.12 70 44 8 12 28.51 0.30 0.23 2.00 9.05 1.18 - 0.05 0.30

7 12.02.13-12.02.19 70 44 8 12 29.79 0.25 0.68 1.91 9.48 1.55 - 0.07 0.59

8 12.02.20-12.02.26 70 44 8 12 29.26 0.25 0.14 1.91 10.07 1.23 - 0.11 0.30

9 12.02.27-12.03.04 70 44 8 12 24.21 0.43 0.20 1.66 9.43 2.05 0.09 0.02 0.50

10 12.03.05-12.03.11 70 44 8 12 20.80 0.57 0.23 2.68 9.25 1.02 0.02 - 0.52

11 12.03.12-12.03.18 70 44 8 12 16.43 0.59 0.32 1.84 7.57 2.00 - - 0.57

12 12.03.19-12.03.25 70 44 8 12 14.26 0.61 0.27 1.48 6.61 1.27 - 0.07 0.50

13 12.03.26-12.04.01 70 44 8 12 11.06 0.45 0.05 1.66 6.39 1.14 0.07 0.02 0.52

14 12.04.02-12.04.08 70 44 8 12 7.49 0.41 0.32 1.86 6.27 1.23 0.02 0.02 0.43

15 12.04.09-12.04.15 70 44 8 12 11.00 0.39 0.09 1.86 8.77 0.91 - - 0.39

16 12.04.16-12.04.22 70 44 8 12 10.19 0.23 0.20 1.98 7.80 0.77 0.05 0.05 0.59

17 12.04.23-12.04.29 70 44 8 12 7.40 0.16 0.23 2.16 7.07 1.27 0.02 0.02 0.48

18 12.04.30-12.05.06 70 44 8 12 3.31 0.05 0.23 0.89 4.07 0.89 - - 0.52

19 12.05.07-12.05.13 70 44 8 12 1.69 0.09 0.18 1.93 5.43 2.20 0.02 0.09 0.77

20 12.05.14-12.05.20 70 44 8 12 0.94 0.02 0.23 2.32 6.32 1.23 0.07 - 0.68

21 12.05.21-12.05.27 70 44 8 12 0.86 0.02 0.34 2.91 6.02 1.34 0.02 - 0.52

22 12.05.28-12.06.03 70 44 8 12 0.40 - 0.20 3.02 5.39 1.75 0.07 - 0.55

23 12.06.04-12.06.10 70 44 8 12 0.11 - 0.43 2.98 4.55 1.16 0.05 - 0.68

24 12.06.11-12.06.17 70 44 8 12 0.09 - 0.39 2.18 4.30 0.98 0.14 - 0.73

25 12.06.18-12.06.24 70 44 8 12 0.01 - 0.34 2.89 4.20 0.73 0.16 0.02 0.93

26 12.06.25-12.07.01 70 44 8 12 - 0.02 0.48 2.00 3.25 0.59 0.11 - 0.64

27 12.07.02-12.07.08 70 44 8 12 0.03 0.02 0.45 2.36 2.82 0.57 0.11 - 0.48

28 12.07.09-12.07.15 70 44 8 12 0.11 0.05 0.25 1.48 2.70 0.39 0.07 0.05 0.57

29 12.07.16-12.07.22 70 44 8 12 0.06 0.05 0.18 0.91 2.45 0.43 0.05 0.05 0.48

30 12.07.23-12.07.29 70 44 8 12 0.04 - 0.16 0.82 2.36 0.64 0.11 - 0.61

31 12.07.30-12.08.05 70 44 8 12 0.01 0.05 0.57 0.64 2.34 0.57 0.20 - 0.75

32 12.08.06-12.08.12 70 44 8 12 0.09 0.16 0.25 0.84 2.93 0.45 0.11 - 0.52

33 12.08.13-12.08.19 70 44 8 12 0.27 0.18 0.32 0.64 2.25 0.73 0.11 - 0.52

34 12.08.20-12.08.26 70 44 8 12 0.06 0.18 0.25 0.61 2.55 0.52 0.07 - 0.93

35 12.08.27-12.09.02 70 44 8 12 0.21 0.64 0.16 0.89 2.41 0.50 0.11 - 0.68

36 12.09.03-12.09.09 70 44 8 12 0.14 1.09 0.05 0.48 2.20 0.73 0.20 0.07 0.64

37 12.09.10-12.09.16 70 44 8 12 0.41 1.36 0.25 0.68 2.20 1.00 0.23 - 0.75

38 12.09.17-12.09.23 70 44 8 12 0.13 1.11 0.16 0.68 2.36 0.45 0.30 - 0.64

39 12.09.24-12.09.30 70 44 8 12 0.13 1.55 0.25 0.70 2.68 1.02 0.18 - 0.77

40 12.10.01-12.10.07 70 44 8 12 0.09 1.43 0.23 0.93 2.45 0.98 0.34 0.07 0.52

41 12.10.08-12.10.14 70 44 8 12 - 1.30 0.07 0.84 2.27 0.61 0.09 - 0.48

42 12.10.15-12.10.21 70 44 8 12 0.01 1.68 0.16 0.86 3.64 0.98 0.05 0.09 0.55

43 12.10.22-12.10.28 70 44 8 12 - 1.34 0.20 0.86 5.57 0.66 0.02 - 0.57

44 12.10.29-12.11.04 70 44 8 12 - 1.27 0.50 0.73 4.73 1.20 0.14 0.02 0.41

45 12.11.05-12.11.11 70 44 8 12 0.01 1.73 0.39 1.23 6.89 1.02 0.43 0.02 0.61

46 12.11.12-12.11.18 70 44 8 12 0.03 1.34 0.36 1.73 9.41 2.34 0.23 - 0.57

47 12.11.19-12.11.25 70 44 8 12 0.03 1.48 0.39 1.73 11.07 2.14 0.32 0.02 0.32

48 12.11.26-12.12.02 70 44 8 12 0.07 1.70 0.68 1.95 17.64 2.75 0.39 0.07 0.43

49 12.12.03-12.12.09 70 44 8 12 0.41 1.48 0.43 2.23 17.55 2.84 0.43 - 0.73

50 12.12.10-12.12.16 70 44 8 12 1.20 1.43 0.36 1.98 19.30 2.66 0.27 0.02 0.61

51 12.12.17-12.12.23 70 44 8 12 1.61 1.18 0.73 1.89 13.55 3.39 0.20 - 0.41

52 12.12.24-12.12.30 70 44 8 12 1.13 1.09 0.41 1.36 10.59 2.95 0.43 0.07 0.52

疾患名定点数

 週　　　期　　間
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平成 24年 感染症週報（定点把握の対象感染症） 推移表 定点当たり患者報告数 長崎県 

 

インフル
エンザ 小児科 眼科 基幹 百日咳 ヘルパン

ギーナ
流行性
耳下腺炎

急性出血
性結膜炎

流行性角
結膜炎

細菌性
髄膜炎

無菌性
髄膜炎

マイコプ
ラズマ肺
炎

クラミジ
ア肺炎

1 12.01.02-12.01.08 70 44 8 12 - - 0.70 - 1.25 - 0.09 1.18 -

2 12.01.09-12.01.15 70 44 8 12 0.02 0.05 0.73 - 0.25 - - 0.73 0.18

3 12.01.16-12.01.22 70 44 8 12 - - 0.64 0.13 1.13 - - 0.64 -

4 12.01.23-12.01.29 70 44 8 12 - 0.02 0.45 - 0.63 - - 0.55 -

5 12.01.30-12.02.05 70 44 8 12 - 0.02 0.45 - 1.00 0.17 - 0.58 -

6 12.02.06-12.02.12 70 44 8 12 - 0.05 0.50 0.13 0.75 - - 0.67 -

7 12.02.13-12.02.19 70 44 8 12 - 0.02 0.86 0.38 1.00 - - 0.83 -

8 12.02.20-12.02.26 70 44 8 12 - 0.02 0.73 0.13 0.88 - - 0.67 0.08

9 12.02.27-12.03.04 70 44 8 12 - - 0.95 - 0.25 - 0.17 0.92 -

10 12.03.05-12.03.11 70 44 8 12 - 0.05 0.39 - 0.50 - - 0.50 -

11 12.03.12-12.03.18 70 44 8 12 - 0.02 0.68 - 0.25 0.17 0.08 0.58 -

12 12.03.19-12.03.25 70 44 8 12 - 0.02 0.84 0.25 0.38 - - 0.42 -

13 12.03.26-12.04.01 70 44 8 12 0.02 0.11 0.61 0.13 0.75 - - 0.33 -

14 12.04.02-12.04.08 70 44 8 12 - 0.02 0.52 0.13 0.50 - - 0.75 -

15 12.04.09-12.04.15 70 44 8 12 - 0.07 0.59 0.50 0.38 - - 0.83 -

16 12.04.16-12.04.22 70 44 8 12 - - 0.70 - 0.25 - - 0.75 -

17 12.04.23-12.04.29 70 44 8 12 - - 0.57 - 0.38 0.08 - 0.67 -

18 12.04.30-12.05.06 70 44 8 12 - - 0.48 - 0.38 - - 0.75 -

19 12.05.07-12.05.13 70 44 8 12 0.02 0.09 0.45 - 0.75 0.08 0.08 0.83 -

20 12.05.14-12.05.20 70 44 8 12 0.02 0.14 0.59 0.25 0.25 0.08 - 1.00 -

21 12.05.21-12.05.27 70 44 8 12 - 0.07 0.25 - 0.38 - 0.08 1.00 -

22 12.05.28-12.06.03 70 44 8 12 - 0.39 0.59 - 0.88 - - 0.67 -

23 12.06.04-12.06.10 70 44 8 12 - 0.09 0.45 - 0.38 - - 0.42 -

24 12.06.11-12.06.17 70 44 8 12 0.09 0.27 0.55 - 0.25 - 0.08 0.42 -

25 12.06.18-12.06.24 70 44 8 12 - 0.43 0.82 - 0.75 - 0.25 0.83 -

26 12.06.25-12.07.01 70 44 8 12 - 0.84 0.73 - 0.75 - - 0.42 -

27 12.07.02-12.07.08 70 44 8 12 0.07 1.45 0.77 - 0.63 - - 1.00 -

28 12.07.09-12.07.15 70 44 8 12 - 2.14 1.20 - 0.63 - 0.17 0.50 -

29 12.07.16-12.07.22 70 44 8 12 0.02 2.20 0.59 - 0.13 - 0.17 0.08 -

30 12.07.23-12.07.29 70 44 8 12 0.02 2.45 0.82 - 0.38 - 0.08 0.50 -

31 12.07.30-12.08.05 70 44 8 12 - 1.39 0.34 - 0.63 - 0.17 0.50 -

32 12.08.06-12.08.12 70 44 8 12 - 0.95 0.48 - 0.25 - 0.17 0.25 -

33 12.08.13-12.08.19 70 44 8 12 - 0.73 0.32 - 0.13 - 0.08 0.67 -

34 12.08.20-12.08.26 70 44 8 12 - 0.55 0.20 - 0.88 - 0.17 0.83 -

35 12.08.27-12.09.02 70 44 8 12 - 0.61 0.59 - 0.25 0.08 0.17 0.08 -

36 12.09.03-12.09.09 70 44 8 12 - 0.57 0.34 - 0.25 - 0.08 0.50 -

37 12.09.10-12.09.16 70 44 8 12 0.02 0.39 0.32 - 0.50 - 0.17 0.50 -

38 12.09.17-12.09.23 70 44 8 12 0.05 0.16 0.48 - 0.63 - - 0.33 -

39 12.09.24-12.09.30 70 44 8 12 - 0.02 0.50 - 0.75 - - 0.42 -

40 12.10.01-12.10.07 70 44 8 12 - 0.09 0.57 - - - - 0.50 -

41 12.10.08-12.10.14 70 44 8 12 - 0.07 0.39 - 0.38 - - 0.50 -

42 12.10.15-12.10.21 70 44 8 12 0.02 0.05 0.61 - 0.13 - - 0.58 -

43 12.10.22-12.10.28 70 44 8 12 - - 0.55 - 0.38 - 0.08 0.42 -

44 12.10.29-12.11.04 70 44 8 12 0.02 - 0.57 - 0.25 - 0.17 0.17 -

45 12.11.05-12.11.11 70 44 8 12 0.07 - 0.91 - 1.25 - 0.08 0.25 -

46 12.11.12-12.11.18 70 44 8 12 - 0.05 0.59 - 0.63 - 0.08 0.17 -

47 12.11.19-12.11.25 70 44 8 12 0.02 0.07 0.61 - 0.75 - - - -

48 12.11.26-12.12.02 70 44 8 12 - 0.02 0.45 - 1.00 - - 0.42 -

49 12.12.03-12.12.09 70 44 8 12 0.02 - 0.61 - 0.63 0.08 - 0.25 -

50 12.12.10-12.12.16 70 44 8 12 - 0.05 0.73 - 0.63 - 0.08 - 0.08

51 12.12.17-12.12.23 70 44 8 12 0.07 0.05 0.70 - 0.38 - - 0.42 -

52 12.12.24-12.12.30 70 44 8 12 - 0.05 0.75 - 0.25 - - 0.50 -

疾患名

 週　　　期　　間

定点数
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1月 10 6 10 2 5 1月 12 61 4 2 -
2月 10 14 4 1 7 2月 12 52 2 - -

3月 10 14 12 2 3 3月 12 62 8 - -

4月 10 13 8 2 4 4月 12 56 6 - -

5月 10 12 7 3 5 5月 12 44 2 - -

6月 10 11 8 1 10 6月 12 35 3 - -

7月 10 19 9 2 3 7月 12 48 4 - -

8月 10 17 11 4 8 8月 12 64 2 - -

9月 10 24 5 3 5 9月 12 38 - - -

10月 10 20 5 5 3 10月 12 49 5 - -

11月 10 23 10 2 4 11月 12 49 3 - -

12月 10 22 8 2 9 12月 12 70 2 2 -

合計 195 97 29 66 合計 628 41 4 0

平成24年　感染症月報推移表　定点当たり患者数　長崎県

1月 10 0.6 1.0 0.2 0.5 1月 12 5.55 0.36 0.18 -

2月 10 1.4 0.4 0.1 0.7 2月 12 4.33 0.17 - -

3月 10 1.4 1.2 0.2 0.3 3月 12 5.17 0.67 - -

4月 10 1.3 0.8 0.2 0.4 4月 12 4.67 0.50 - -

5月 10 1.2 0.7 0.3 0.5 5月 12 3.67 0.17 - -

6月 10 1.1 0.8 0.1 1.0 6月 12 2.92 0.25 - -

7月 10 1.9 0.9 0.2 0.3 7月 12 4.00 0.08 - -

8月 10 1.7 1.1 0.4 0.8 8月 12 5.33 0.17 - -

9月 10 2.4 0.5 0.3 0.5 9月 12 3.17 - - -

10月 10 2.0 0.5 0.5 0.3 10月 12 4.08 0.42 - -

11月 10 2.3 1.0 0.2 0.4 11月 12 4.08 0.25 - -

12月 10 2.2 0.8 0.2 0.9 12月 12 5.83 0.17 0.17 -
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ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス

感
染
症

尖
形
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ

淋
菌
感
染
症

平成24年　感染症月報推移表　患者報告数 長崎県

メ
シ
チ
リ
ン
耐
性
黄
色

ブ
ド
ウ
球
菌
感
染
症

ペ
ニ
シ
リ
ン
耐
性
肺
炎

球
菌
感
染
症

薬
剤
耐
性
緑
膿
菌
感
染
症

薬
剤
耐
性
ア
シ
ネ
ト
バ
ク

タ
ー
感
染
症

月

基
幹
定
点
数

月

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症

性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
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Ⅲ 医療機関病原菌検出情報 
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医療機関病原菌検出情報（月報及び年報） 
 
 
  「長崎県感染症発生動向調査実施要綱」に基づき、長崎県感染症情報センター機能の一環と
して、地域の中核医療機関の臨床検査室（微生物部門）から検出される病原菌において、病
原菌検出状況報告書（毎月報告）を集計し、その結果を医療機関に還元することにより、良
質かつ適切な医療の提供に寄与し、感染症発生の未然防止及びまん延防止を目的とする。 

 
 
 対象医療機関は以下のとおり 
  長崎大学病院 
  佐世保共済病院 
  市立大村市民病院 
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 病
原
微
生
物
検
出
報
告
書
書
式
３
Ｂ

分
離
材
料
：
糞
便

分
離
材
料
：
糞
便
（
つ
づ
き
）

分
離
材
料
：
髄
液

分
離
材
料
：
血
液

０
０
３

３
０
１

０
０
１

０
０
１

０
０
４

３
０
１

１
１
８

０
０
３

０
０
６

３
０
１

０
３
０

０
０
４

０
０
７

３
０
１

１
０
６

４
２
６

０
０
８

３
０
２

４
５
１

１
１
８

１
０
１

３
０
２

２
２
６

０
３
０

１
０
２

３
０
２

０
３
２

１
０
６

１
０
４

３
０
２

４
５
２

１
０
２

１
０
５

３
０
３

０
３
８

４
５
１

１
０
６

３
０
３

２
２
６

１
０
７

３
０
３

４
２
１

１
０
８

３
０
３

０
３
２

１
０
９

３
０
４

４
５
２

１
１
０

３
０
５

０
３
８

１
１
２

４
０
１

４
２
２

１
１
６

４
０
２

０
４
２

１
３
２

４
０
３

１
３
３

２
０
２

分
離
材
料
：
喀
痰
、
気
管
吸
引
液
お
よ
び
下
気
道
か
ら
の
材
料

２
０
３

（
）
＊
：
海
外
旅
行
者
分
再
掲

分
離
材
料
：
咽
頭
お
よ
び
鼻
咽
喉
か
ら
の
材
料

２
０
４

＊
　
　
Ｖ
ｅ
ｒｏ
毒
素
産
生
性
を
確
認
し
た
例
に
つ
い
て
検
出
数
を
記
入
し
て

２
０
５

　
　
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
裏
面
の
E
H
E
C
/
V
T
E
C
情
報
記
入
欄
に
現
時
点
で

１
０
９

２
０
６

　
　
分
か
る
範
囲
の
情
報
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
７

２
０
７

１
１
８

２
１
３

＊
＊
V
.c
ho
le
ra
e
 O
1
3
9
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
、
裏
面
の
「
V
.c
ho
le
ra
e
０
３
０

１
１
９

２
１
４

　
　
O
1
3
9
情
報
」
記
入
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
１

１
１
８

２
１
５

４
５
２

０
３
９

２
１
６

分
離
材
料
：
穿
刺
液
（胸
水
、
腹
水
、
関
節
液
な
ど
）

０
３
８

１
０
２

２
１
７

０
３
６

４
２
２

２
１
８

０
４
２

２
１
９

０
０
１

４
５
１

２
２
０

１
１
９

１
０
９

２
２
１

１
１
８

２
２
６

２
２
２

０
３
０

０
３
１

２
２
３

１
０
２

０
３
２

２
２
４

１
６
３

４
５
２

２
２
５

４
５
１

０
３
８

４
５
１

２
２
６

分
離
材
料
：
尿

４
２
２

２
２
６

４
２
１

１
２
５

２
２
７

４
５
２

２
２
８

０
３
８

０
０
１

２
２
９

４
２
２

１
７
６

分
離
材
料
：
陰
部
尿
道
頸
管
擦
過
（
分
泌
）
物

２
３
０

１
２
５

１
１
９

２
３
１

４
２
３

1
0
2

０
２
９

４
５
１

０
３
２

２
２
６

１
７
９

４
２
１

１
２
４

４
２
４

４
２
５

４
２
５

１
６
２

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｐ
ａｒ
ａｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｉ　
Ａ

海
外
旅
行
者

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｓｐ
ｐ
．

Ｈ
ａｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

4

検
出

海
外
旅
行
者

2ヒ
ト
由
来

5 5

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
Ｂ

4

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｇ
ｏ
ｎ
ｏ
ｒｈ
ｏ
ｅ
ａ
ｅ

St
re
pt
oc
oc
cu
s
　
B

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｌ
ｉｓ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

3 ヒ
ト
由
来
海
外
旅
行
者

Ｈ
ａｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
そ
の
他

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

Ｌ
ｉｓ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

ヒ
ト
由
来

3
87

検
出1
91

Ｂ
ａｃ
ｉｌ
ｌｕ
ｓ　
ｔｈ
ｕ
ｒｉ
ｎ
ｇ
ｉｅ
ｎ
ｓｉ
ｓ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ
以
外

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ

1

Ｂ
ａｃ
ｉｌ
ｌｕ
ｓ　
ｃｅ
ｒｅ
ｕ
ｓ

1

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
以

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｐ
ｅ
ｒｆ
ｒｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

ヒ
ト
由
来

検
出

Ｃ
ｒｙ
ｐ
ｔｏ
ｓｐ
ｏ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｏ
９
，
４
６
（
Ｄ
３
）

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
群
不
明

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｅ
ｎ
ｔａ
ｍ
ｏ
ｅ
ｂ
ａ
　
ｈ
ｉｓ
ｔｏ
ｌｙ
ｔｉ
ｃ
ａ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
３
，
１
０
（
Ｅ
１
，
Ｅ
２
，
Ｅ
３
）

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
群
不
明

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｏ
１
３
（
Ｇ
１
，
Ｇ
２
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
そ
の
他

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ／
ｃ
ｏ
ｌｉ
種
別
せ
ず

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
&
Ｏ
１
３
９
以
外

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
３
９
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）
＊
＊

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｓｏ
ｂ
ｒｉ
ａ

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
２
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
３
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｐ
ａ
ｒａ
ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｌｙ
ｔｉ
ｃ
ｕ
ｓ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｆｌ
ｕ
ｖ
ｉａ
ｌｉ
ｓ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
，
３
，
１
９
（
Ｅ
４
）

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｏ
１
８
（
Ｋ
）

Ｙ
ｅ
ｒｓ
ｉｎ
ｉａ
　
ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｙ
ｅ
ｒｓ
ｉｎ
ｉａ
　
ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｃ
ｏ
ｌｉ
ｔｉ
ｃ
ａ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｍ
ｉｍ
ｉｃ
ｕ
ｓ

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
２
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ
／
ｓｏ
ｂ
ｒｉ
ａ
種
別
せ
ず

Ｐ
ｌｅ
ｓｉ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａｓ
　
ｓｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ｏ
ｉｄ
ｅ
ｓ

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
組
織
侵
入
性
（
Ｅ
ＩＥ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
毒
素
原
性
（
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
病
原
大
腸
菌
血
清
型
（Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃｏ
ｌｉ
腸
管
出
血
性
（
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
／
Ｖ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

コ
ー
ド

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
９
（
Ｄ
１
）

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｉ

菌
種
・
群
・
型

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｐ
ａ
ｒａ
ｔｙ
ｐ
ｈ
ｉ 
A

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｏ
７
（
Ｃ
１
，
Ｃ
４
）

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｏ
４
（
Ｂ
）

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
３
９
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）
＊
＊

コ
ー
ド

検
出

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｓｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｉ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
不
明

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
　
そ
の
他
，
不
明

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｏ
８
（
Ｃ
２
，
Ｃ
３
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
そ
の
他

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
ｖ
ａｒ
．
Ｙ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
ｖ
ａｒ
．
Ｘ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
（
　
　
）

1

Ｇ
ｉａ
ｒｄ
ｉａ
　
ｌａ
ｍ
ｂ
ｌｉ
ａ

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

菌
種
・
群
・
型

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｈ
ａｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

2
82 91

合
　
　
　
　
　
　
計

7

A
na
er
ob
es

M
yc
op
la
sm
a　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
－
Ｐ
ＩＳ
Ｐ

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
－
Ｐ
ＩＳ
Ｐ
以
外

5

1
3

2

Ｅ
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ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

Ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｃ
ｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ

Ｃ
ａ
ｎ
ｄ
ｉｄ
ａ　
ａ
ｌｂ
ｉｃ
ａ
ｎ
ｓ

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
そ
の
他

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｌ
ｉｓ
ｔｅ
ｒｉ
ａ　
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

コ
ー
ド

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

1

菌
種
・
群
・
型

B
or
de
te
lla
 p
er
tu
ss
is

H
ea
m
op
hi
lu
s　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｎ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
Ａ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
ｖ
ａ
ｒ．
Ｙ

0
合
　
　
　
　
　
　
計

P
R
S
P
／
P
IS
P

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
９
（
Ｄ
１
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
８
（
Ｋ
）

Ｙ
ｅ
ｒｓ
ｉｎ
ｉａ
　
ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
&
Ｏ
１
３
９
以
外

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
３
９
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）
＊
＊

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
３
９
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）
＊
＊

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
２
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
３
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
９
，
４
６
（
Ｄ
３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
群
不
明

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
３
（
Ｇ
１
，
Ｇ
２
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
，
３
，
１
９
（
Ｅ
４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
３
，
１
０
（
Ｅ
１
，
Ｅ
２
，
Ｅ
３
）

コ
ー
ド

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
以

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
そ
の
他

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
８
（
Ｃ
２
，
Ｃ
３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｐ
ａ
ｒａ
ｔｙ
ｐ
ｈ
ｉ 
A

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
７
（
Ｃ
１
，
Ｃ
４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
４
（
Ｂ
）

Ｙ
ｅ
ｒｓ
ｉｎ
ｉａ
　
ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｃ
ｏ
ｌｉ
ｔｉ
ｃ
ａ

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
２
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
組
織
侵
入
性
（
Ｅ
ＩＥ
Ｃ
）

菌
種
・
群
・
型

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

コ
ー
ド

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

St
re
pt
oc
oc
cu
s
　
B

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｉ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｐ
ｅ
ｒｆ
ｒｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａｓ
　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｐ
ａ
ｒａ
ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｌｙ
ｔｉ
ｃ
ｕ
ｓ

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａｓ
　
ｓｏ
ｂ
ｒｉ
ａ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｆｌ
ｕ
ｖ
ｉａ
ｌｉ
ｓ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｍ
ｉｍ
ｉｃ
ｕ
ｓ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｉ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｐ
ａ
ｒａ
ｔｙ
ｐ
ｈ
ｉ　
Ａ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
毒
素
原
性
（
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
病
原
大
腸
菌
血
清
型
（
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃｏ
ｌｉ
腸
管
出
血
性
（
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
／
Ｖ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

海
外
旅
行
者

ヒ
ト
由
来

検
出5

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
　
そ
の
他
，
不
明

M
yc
op
la
sm
a　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
ｖ
ａ
ｒ．
Ｘ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａｃ
ｔｏ
ｒ　
ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ／
ｃ
ｏ
ｌｉ
種
別
せ
ず

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

2

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ
／
ｓｏ
ｂ
ｒｉ
ａ
種
別
せ
ず

Ｐ
ｌｅ
ｓｉ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａｓ
　
ｓｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ｏ
ｉｄ
ｅ
ｓ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｂ
ａ
ｃ
ｉｌ
ｌｕ
ｓ　
ｃ
ｅ
ｒｅ
ｕ
ｓ

Ｂ
ａ
ｃ
ｉｌ
ｌｕ
ｓ　
ｔｈ
ｕ
ｒｉ
ｎ
ｇ
ｉｅ
ｎ
ｓｉ
ｓ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ
以
外

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

コ
ー
ド

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
　
　
 型
（
　
　
）

4 11
1ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

4

Ｇ
ｉａ
ｒｄ
ｉａ
　
ｌａ
ｍ
ｂ
ｌｉ
ａ

合
　
　
　
　
　
　
計

2

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
－
Ｐ
ＩＳ
Ｐ

3
Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉ ｓ

Ｅ
ｎ
ｔａ
ｍ
ｏ
ｅ
ｂ
ａ
　
ｈ
ｉｓ
ｔｏ
ｌｙ
ｔｉ
ｃ
ａ

Ｃ
ｒｙ
ｐ
ｔｏ
ｓｐ
ｏ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ

菌
種
・
群
・
型

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃｏ
ｌｉ

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

コ
ー
ド

1

ヒ
ト
由
来

検
出 4

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａｅ
　
型
不
明

3

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
－
Ｐ
ＩＳ
Ｐ
以
外

A
na
er
ob
es

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
そ
の
他

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
不
明

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｓｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｉ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
群
不
明

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

2
海
外
旅
行
者

2
08

菌
種
・
群
・
型

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

菌
種
・
群
・
型
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 病

原
微
生
物
検
出
報
告
書
書
式
３
Ｂ

分
離
材
料
：
糞
便

分
離
材
料
：
糞
便
（
つ
づ
き
）

分
離
材
料
：
髄
液

分
離
材
料
：
血
液

０
０
３

３
０
１

０
０
１

０
０
１

０
０
４

３
０
１

１
１
８

０
０
３

０
０
６

３
０
１

０
３
０

０
０
４

０
０
７

３
０
１

１
０
６

４
２
６

０
０
８

３
０
２

４
５
１

１
１
８

１
０
１

３
０
２

２
２
６

０
３
０

１
０
２

３
０
２

０
３
２

１
０
６

１
０
４

３
０
２

４
５
２

１
０
２

１
０
５

３
０
３

０
３
８

４
５
１

１
０
６

３
０
３

２
２
６

１
０
７

３
０
３

４
２
１

１
０
８

３
０
３

０
３
２

１
０
９

３
０
４

４
５
２

１
１
０

３
０
５

０
３
８

１
１
２

４
０
１

４
２
２

１
１
６

４
０
２

０
４
２

１
３
２

４
０
３

１
３
３

２
０
２

分
離
材
料
：
喀
痰
、
気
管
吸
引
液
お
よ
び
下
気
道
か
ら
の
材
料

２
０
３

（
）
＊
：
海
外
旅
行
者
分
再
掲

分
離
材
料
：
咽
頭
お
よ
び
鼻
咽
喉
か
ら
の
材
料

２
０
４

＊
　
　
Ｖ
ｅ
ｒｏ
毒
素
産
生
性
を
確
認
し
た
例
に
つ
い
て
検
出
数
を
記
入
し
て

２
０
５

　
　
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
裏
面
の
E
H
E
C
/
V
T
E
C
情
報
記
入
欄
に
現
時
点
で

１
０
９

２
０
６

　
　
分
か
る
範
囲
の
情
報
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
７

２
０
７

１
１
８

２
１
３

＊
＊
V
.c
ho
le
ra
e
 O
1
3
9
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
、
裏
面
の
「
V
.c
ho
le
ra
e
０
３
０

１
１
９

２
１
４

　
　
O
1
3
9
情
報
」
記
入
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
１

１
１
８

２
１
５

４
５
２

０
３
９

２
１
６

分
離
材
料
：
穿
刺
液
（
胸
水
、
腹
水
、
関
節
液
な
ど
）

０
３
８

１
０
２

２
１
７

０
３
６

４
２
２

２
１
８

０
４
２

２
１
９

０
０
１

４
５
１

２
２
０

１
１
９

１
０
９

２
２
１

１
１
８

２
２
６

２
２
２

０
３
０

０
３
１

２
２
３

１
０
２

０
３
２

２
２
４

１
６
３

４
５
２

２
２
５

４
５
１

０
３
８

４
５
１

２
２
６

分
離
材
料
：
尿

４
２
２

２
２
６

４
２
１

１
２
５

２
２
７

４
５
２

２
２
８

０
３
８

０
０
１

２
２
９

４
２
２

１
７
６

分
離
材
料
：
陰
部
尿
道
頸
管
擦
過
（
分
泌
）
物

２
３
０

１
２
５

１
１
９

２
３
１

４
２
３

１
０
２

０
２
９

４
５
１

０
３
２

２
２
６

１
７
９

４
２
１

１
２
４

４
２
４

４
２
５

４
２
５

１
６
２

1

海
外
旅
行
者

6
1

8 8

1

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｓｐ
ｐ
．

海
外
旅
行
者

検
出

海
外
旅
行
者

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｐ
ａｒ
ａ
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 病

原
微
生
物
検
出
報
告
書
書
式
３
Ｂ

分
離
材
料
：
糞
便

分
離
材
料
：
糞
便
（
つ
づ
き
）

分
離
材
料
：
髄
液

分
離
材
料
：
血
液

０
０
３

３
０
１

０
０
１

０
０
１

０
０
４

３
０
１

１
１
８

０
０
３

０
０
６

３
０
１

０
３
０

０
０
４

０
０
７

３
０
１

１
０
６

４
２
６

０
０
８

３
０
２

４
５
１

１
１
８

１
０
１

３
０
２

２
２
６

０
３
０

１
０
２

３
０
２

０
３
２

１
０
６

１
０
４

３
０
２

４
５
２

１
０
２

１
０
５

３
０
３

０
３
８

４
５
１

１
０
６

３
０
３

２
２
６

１
０
７

３
０
３

４
２
１

１
０
８

３
０
３

０
３
２

１
０
９

３
０
４

４
５
２

１
１
０

３
０
５

０
３
８

１
１
２

４
０
１

４
２
２

１
１
６

４
０
２

０
４
２

１
３
２

４
０
３

１
３
３

２
０
２

分
離
材
料
：
喀
痰
、
気
管
吸
引
液
お
よ
び
下
気
道
か
ら
の
材
料

２
０
３

（
）
＊
：
海
外
旅
行
者
分
再
掲

分
離
材
料
：
咽
頭
お
よ
び
鼻
咽
喉
か
ら
の
材
料

２
０
４

＊
　
　
Ｖ
ｅ
ｒｏ
毒
素
産
生
性
を
確
認
し
た
例
に
つ
い
て
検
出
数
を
記
入
し
て

２
０
５

　
　
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
裏
面
の
E
H
E
C
/
V
T
E
C
情
報
記
入
欄
に
現
時
点
で

１
０
９

２
０
６

　
　
分
か
る
範
囲
の
情
報
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
７

２
０
７

１
１
８

２
１
３

＊
＊
V
.c
ho
le
ra
e
 O
1
3
9
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
、
裏
面
の
「
V
.c
ho
le
ra
e
０
３
０

１
１
９

２
１
４

　
　
O
1
3
9
情
報
」
記
入
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
１

１
１
８

２
１
５

４
５
２

０
３
９

２
１
６

分
離
材
料
：
穿
刺
液
（
胸
水
、
腹
水
、
関
節
液
な
ど
）

０
３
８

１
０
２

２
１
７

０
３
６

４
２
２

２
１
８

０
４
２

２
１
９

０
０
１

４
５
１

２
２
０

１
１
９

１
０
９

２
２
１

１
１
８

２
２
６

２
２
２

０
３
０

０
３
１

２
２
３

１
０
２

０
３
２

２
２
４

１
６
３

４
５
２

２
２
５

４
５
１

０
３
８

４
５
１

２
２
６

分
離
材
料
：
尿

４
２
２

２
２
６

４
２
１

１
２
５

２
２
７

４
５
２

２
２
８

０
３
８

０
０
１

２
２
９

４
２
２

１
７
６

分
離
材
料
：
陰
部
尿
道
頸
管
擦
過
（
分
泌
）
物

２
３
０

１
２
５

１
１
９

２
３
１

４
２
３

１
０
２

０
２
９

４
５
１

０
３
２

２
２
６

１
７
９

４
２
１

１
２
４

４
２
４

４
２
５

４
２
５

１
６
２

7
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ｔｒ
ａ
ｃｅ
ｌｌ
ｕ
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ｒｅ
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ｏ
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ｐ
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ｘ

ヒ
ト
由
来

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

P
R
S
P
／
P
IS
P

1
Ｌ
ｉｓ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａｓ
　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
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ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）
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ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）
5

長
崎
県
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃｏ
ｌｉ
病
原
大
腸
菌
血
清
型
（
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
毒
素
原
性
（
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
組
織
侵
入
性
（
Ｅ
ＩＥ
Ｃ
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

T
E
L
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
6
0

F
A
X
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
7
0

病
　
原
　
菌
　
検
　
出
　
状
　
況
　
報
　
告
　
書
　
　
　

平
成
24
年
4
月
分
　
集
計

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

1
2 1

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｉ

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｐ
ａｒ
ａ
ｔｙ
ｐ
ｈ
ｉ　
Ａ

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

0

コ
ー
ド

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ
　
Ｂ

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａｓ
　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

P
R
S
P
／
P
IS
P

コ
ー
ド

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
そ
の
他

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

Ｃ
ｒｙ
ｐ
ｔｏ
ｓｐ
ｏ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ

合
　
　
　
　
　
　
計

４
５
３

1

検
出

Ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｒｏ
ｂ
ｅ
ｓ

St
re
pt
oc
oc
cu
s
　
B

ヒ
ト
由
来

3

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外
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4

Ｐ
ｌａ
ｓｍ
ｏ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ
　
Ｂ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｒｏ
ｂ
ｅ
ｓ

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

3
Ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｂ
ａｃ
ｔｏ
ｒ　
ｓｐ
ｐ
．

菌
種
・
群
・
型

6 1
3

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｕ
ｒｅ
ａ
ｐ
ｌｓ
ｍ
ａ

Ｃ
ｈ
ｉａ
ｍ
ｙ
ｄ
ｉａ
　
ｔｒ
ａ
ｃｈ
ｏ
ｍ
ａｔ
ｉｓ

Ｃ
ａｎ
ｄ
ｉｄ
ａ
　
ａ
ｌｂ
ｉｃ
ａ
ｎ
ｓ

Ｔ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｖ
ａｇ
ｉｎ
ａ
ｌｉ
ｓ

3
0

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）
1
0 8
1
1
9

Ｃ
ｏ
ｒｙ
ｎ
ｅ
ｂ
ａｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｄ
ｉｐ
ｈ
ｔｈ
ｅ
ｒｉ
ａ
ｅ

B
or
de
te
lla
 p
er
tu
ss
is

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

Ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ

Ｃ
ａ
ｎ
ｄ
ｉｄ
ａ　
ａｌ
ｂ
ｉｃ
ａｎ
ｓ

合
　
　
　
　
　
　
計

検
出

H
ea
m
op
hi
lu
s　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ
　
Ａ

P
R
S
P
／
P
IS
P

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

2
Ｎ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

海
外
旅
行
者

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

Ｍ
ｙ
ｃｏ
ｂ
ａ
ｃｔ
ｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

Ｍ
ｙ
ｃｏ
ｂ
ａ
ｃｔ
ｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ａ
ｖ
ｉｕ
ｍ
－

Ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｒｏ
ｂ
ｅ
ｓ

M
yc
op
la
sm
a　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

5
1

合
　
　
　
　
　
　
計

8

検
出

3
Ｐ
ｌａ
ｓｍ
ｏ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

9

合
　
　
　
　
　
　
計

6

海
外
旅
行
者

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｌ
ｅ
ｇ
ｉｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

海
外
旅
行
者

ヒ
ト
由
来

Ｍ
ｙ
ｃｏ
ｂ
ａ
ｃｔ
ｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

9 1
6

1
2 1

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ
　
Ａ

2
1

Ｈ
ａｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

菌
種
・
群
・
型

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃｃ
ｕ
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ａｕ
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ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
－
Ｐ
ＩＳ
Ｐ
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ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
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ａ
ｅ
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ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｌ
ｉｓ
ｔｅ
ｒｉ
ａ　
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｃｙ
ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
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ｕ
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ｕ
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（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
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S
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ト
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来
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ｎ
ｔａ
ｍ
ｏ
ｅ
ｂ
ａ
　
ｈ
ｉｓ
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ｌｙ
ｔｉ
ｃ
ａ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｓｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｉ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
群
不
明

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｇ
ｉａ
ｒｄ
ｉａ
　
ｌａ
ｍ
ｂ
ｌｉ
ａ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
不
明

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
そ
の
他

菌
種
・
群
・
型

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

コ
ー
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ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃｏ
ｌｉ

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃｏ
ｌｉ
腸
管
出
血
性
（
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
／
Ｖ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

菌
種
・
群
・
型

菌
種
・
群
・
型

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
７
（
Ｃ
１
，
Ｃ
４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
４
（
Ｂ
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
３
，
１
０
（
Ｅ
１
，
Ｅ
２
，
Ｅ
３
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
９
，
４
６
（
Ｄ
３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
，
３
，
１
９
（
Ｅ
４
）

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
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ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ／
ｃ
ｏ
ｌｉ
種
別
せ
ず

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
２
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）

Ｖ
．
Ｃ
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Ｂ
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
２
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０
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０
５
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６
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０
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８

２
１
５
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６
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０
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０
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０
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０
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２
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２
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２
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ｌａ
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re
pt
oc
oc
cu
s
　
B

P
R
S
P
／
P
IS
P

海
外
旅
行
者

H
ea
m
op
hi
lu
s　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃｏ
ｌｉ
病
原
大
腸
菌
血
清
型
（
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃｏ
ｌｉ
腸
管
出
血
性
（
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
／
Ｖ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
　
そ
の
他
，
不
明

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
３
（
Ｇ
１
，
Ｇ
２
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
８
（
Ｃ
２
，
Ｃ
３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｐ
ａ
ｒａ
ｔｙ
ｐ
ｈ
ｉ 
A

コ
ー
ド

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
以

Ｐ
ｌｅ
ｓｉ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｓｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ｏ
ｉｄ
ｅ
ｓ

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａｓ
　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｐ
ａｒ
ａ
ｈ
ａｅ
ｍ
ｏ
ｌｙ
ｔｉ
ｃ
ｕ
ｓ

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
２
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
３
，
１
０
（
Ｅ
１
，
Ｅ
２
，
Ｅ
３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｉ

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
毒
素
原
性
（
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
群
不
明

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
そ
の
他

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
－
Ｐ
ＩＳ
Ｐ
以
外

A
na
er
ob
es

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
－
Ｐ
ＩＳ
Ｐ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ／
ｃ
ｏ
ｌｉ
種
別
せ
ず

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
３
９
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）
＊
＊

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
&
Ｏ
１
３
９
以
外

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
２
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）

Ｙ
ｅ
ｒｓ
ｉｎ
ｉａ
　
ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｃ
ｏ
ｌｉ
ｔｉ
ｃ
ａ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃｔ
ｏ
ｒ　
ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ
／
ｓｏ
ｂ
ｒｉ
ａ
種
別
せ
ず

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
３
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）

Ｙ
ｅ
ｒｓ
ｉｎ
ｉａ
　
ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
９
，
４
６
（
Ｄ
３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
，
３
，
１
９
（
Ｅ
４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
９
（
Ｄ
１
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
８
（
Ｋ
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
不
明

ヒ
ト
由
来

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
組
織
侵
入
性
（
Ｅ
ＩＥ
Ｃ
）

検
出

海
外
旅
行
者

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
７
（
Ｃ
１
，
Ｃ
４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
４
（
Ｂ
）

菌
種
・
群
・
型

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃｏ
ｌｉ

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
ｖ
ａ
ｒ．
Ｘ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
ｖ
ａ
ｒ．
Ｙ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
そ
の
他

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｐ
ｅ
ｒｆ
ｒｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
３
９
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）
＊
＊

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃｔ
ｏ
ｒ　
ｃｏ
ｌｉ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｆｌ
ｕ
ｖ
ｉａ
ｌｉ
ｓ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｍ
ｉｍ
ｉｃ
ｕ
ｓ

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｓｏ
ｂ
ｒｉ
ａ

Ｂ
ａ
ｃ
ｉｌ
ｌｕ
ｓ　
ｃ
ｅ
ｒｅ
ｕ
ｓ

2

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｓｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｉ

Ｂ
ａ
ｃｉ
ｌｌ
ｕ
ｓ　
ｔｈ
ｕ
ｒｉ
ｎ
ｇ
ｉｅ
ｎ
ｓｉ
ｓ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ
以
外

Ｅ
ｎ
ｔａ
ｍ
ｏ
ｅ
ｂ
ａ
　
ｈ
ｉｓ
ｔｏ
ｌｙ
ｔｉ
ｃ
ａ

Ｃ
ｒｙ
ｐ
ｔｏ
ｓｐ
ｏ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ

Ｇ
ｉａ
ｒｄ
ｉａ
　
ｌａ
ｍ
ｂ
ｌｉ
ａ

合
　
　
　
　
　
　
計

コ
ー
ド

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

9

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

菌
種
・
群
・
型

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｓｐ
ｐ
．

Ｈ
ａｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｐ
ａ
ｒａ
ｔｙ
ｐ
ｈ
ｉ　
Ａ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
そ
の
他

1

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａｓ
　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

合
　
　
　
　
　
　
計

検
出

菌
種
・
群
・
型

検
出

海
外
旅
行
者

ヒ
ト
由
来

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

菌
種
・
群
・
型

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

0
Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

4
Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

コ
ー
ド

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
不
明

1

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
群
不
明

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
（
　
　
）

P
R
S
P
／
P
IS
P

Ａ
ｎ
ａｅ
ｒｏ
ｂ
ｅ
ｓ

Ｐ
ｌａ
ｓｍ
ｏ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

T
E
L
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
6
0

F
A
X
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
7
0

合
　
　
　
　
　
　
計

1

検
出

3

2ヒ
ト
由
来

2
0

1
2

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

4

3

1 2
1

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

海
外
旅
行
者

検
出
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 病

原
微
生
物
検
出
報
告
書
書
式
３
Ｂ

分
離
材
料
：
糞
便

分
離
材
料
：
糞
便
（
つ
づ
き
）

分
離
材
料
：
髄
液

分
離
材
料
：
血
液

０
０
３

３
０
１

０
０
１

０
０
１

０
０
４

３
０
１

１
１
８

０
０
３

０
０
６

３
０
１

０
３
０

０
０
４

０
０
７

３
０
１

１
０
６

４
２
６

０
０
８

３
０
２

４
５
１

１
１
８

１
０
１

３
０
２

２
２
６

０
３
０

１
０
２

３
０
２

０
３
２

１
０
６

１
０
４

３
０
２

４
５
２

１
０
２

１
０
５

３
０
３

０
３
８

４
５
１

１
０
６

３
０
３

２
２
６

１
０
７

３
０
３

４
２
１

１
０
８

３
０
３

０
３
２

１
０
９

３
０
４

４
５
２

１
１
０

３
０
５

０
３
８

１
１
２

４
０
１

４
２
２

１
１
６

４
０
２

０
４
２

１
３
２

４
０
３

１
３
３

２
０
２

分
離
材
料
：
喀
痰
、
気
管
吸
引
液
お
よ
び
下
気
道
か
ら
の
材
料

２
０
３

（
）
＊
：
海
外
旅
行
者
分
再
掲

分
離
材
料
：
咽
頭
お
よ
び
鼻
咽
喉
か
ら
の
材
料

２
０
４

＊
　
　
Ｖ
ｅ
ｒｏ
毒
素
産
生
性
を
確
認
し
た
例
に
つ
い
て
検
出
数
を
記
入
し
て

２
０
５

　
　
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
裏
面
の
E
H
E
C
/
V
T
E
C
情
報
記
入
欄
に
現
時
点
で

１
０
９

２
０
６

　
　
分
か
る
範
囲
の
情
報
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
７

２
０
７

１
１
８

２
１
３

＊
＊
V
.c
ho
le
ra
e
 O
1
3
9
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
、
裏
面
の
「
V
.c
ho
le
ra
e
０
３
０

１
１
９

２
１
４

　
　
O
1
3
9
情
報
」
記
入
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
１

１
１
８

２
１
５

４
５
２

０
３
９

２
１
６

分
離
材
料
：
穿
刺
液
（
胸
水
、
腹
水
、
関
節
液
な
ど
）

０
３
８

１
０
２

２
１
７

０
３
６

４
２
２

２
１
８

０
４
２

２
１
９

０
０
１

４
５
１

２
２
０

１
１
９

１
０
９

２
２
１

１
１
８

２
２
６

２
２
２

０
３
０

０
３
１

２
２
３

１
０
２

０
３
２

２
２
４

１
６
３

４
５
２

２
２
５

４
５
１

０
３
８

４
５
１

２
２
６

分
離
材
料
：
尿

４
２
２

２
２
６

４
２
１

１
２
５

２
２
７

４
５
２

２
２
８

０
３
８

０
０
１

２
２
９

４
２
２

１
７
６

分
離
材
料
：
陰
部
尿
道
頸
管
擦
過
（
分
泌
）
物

２
３
０

１
２
５

１
１
９

２
３
１

４
２
３

１
０
２

０
２
９

４
５
１

０
３
２

２
２
６

１
７
９

４
２
１

１
２
４

４
２
４

４
２
５

４
２
５

１
６
２

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

1
5

P
R
S
P
／
P
IS
P

Ｌ
ｉｓ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
（
　
　
）

St
re
pt
oc
oc
cu
s
　
B

St
re
pt
oc
oc
cu
s
　
B

P
R
S
P
／
P
IS
P

1

海
外
旅
行
者

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

コ
ー
ド

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

ヒ
ト
由
来

検
出

菌
種
・
群
・
型

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

病
　
原
　
菌
　
検
　
出
　
状
　
況
　
報
　
告
　
書
　
　
　

T
E
L
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
6
0

F
A
X
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
7
0

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
そ
の
他

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
不
明

長
崎
県
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー

ヒ
ト
由
来

検
出

Ｌ
ｉｓ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

菌
種
・
群
・
型

3

1
9

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

Iｎ
ｔｒ
ａ
ｃ
ｅ
ｌｌ
ｕ
ｌａ
ｒｅ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌｅ
ｘ

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

1
3

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｌ
ｅ
ｇ
ｉｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

Ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｒｏ
ｂ
ｅ
ｓ

Ｐ
ｌａ
ｓｍ
ｏ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
　
　
 型
（
　
　
）

H
ea
m
op
hi
lu
s　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

菌
種
・
群
・
型

Ｐ
ｌａ
ｓｍ
ｏ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

検
出

海
外
旅
行
者

9

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ａ
ｖ
ｉｕ
ｍ
－

４
５
３

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
Ａ

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
Ｂ

1 18

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

合
　
　
　
　
　
　
計

菌
種
・
群
・
型

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
Ｂ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｇ
ｏ
ｎ
ｏ
ｒｈ
ｏ
ｅ
ａ
ｅ

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

2
2 6

P
R
S
P
／
P
IS
P

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

M
yc
op
la
sm
a　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

1 6 8
9 1

P
R
S
P
／
P
IS
P

Ａ
ｃ
ｉｎ
ｅ
ｔｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒ　
ｓｐ
ｐ
．

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｕ
ｒｅ
ａ
ｐ
ｌｓ
ｍ
ａ

5
Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｓｐ
ｐ
．

Ｃ
ｈ
ｉａ
ｍ
ｙ
ｄ
ｉａ
　
ｔｒ
ａ
ｃ
ｈ
ｏ
ｍ
ａ
ｔｉ
ｓ

Ｃ
ｏ
ｒｙ
ｎ
ｅ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｄ
ｉｐ
ｈ
ｔｈ
ｅ
ｒｉ
ａ
ｅ

合
　
　
　
　
　
　
計

Ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｒｏ
ｂ
ｅ
ｓ

4

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

5

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

検
出

海
外
旅
行
者

ヒ
ト
由
来

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

Ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ

Ｃ
ａ
ｎ
ｄ
ｉｄ
ａ
　
ａ
ｌｂ
ｉｃ
ａ
ｎ
ｓ

合
　
　
　
　
　
　
計

1

541
0

Ｃ
ａ
ｎ
ｄ
ｉｄ
ａ
　
ａ
ｌｂ
ｉｃ
ａ
ｎ
ｓ

Ｔ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｖ
ａ
ｇ
ｉｎ
ａ
ｌｉ
ｓ

合
　
　
　
　
　
　
計

8
1
94

1
1

4
8 23

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
Ａ

1
5

コ
ー
ド

1
0
0

2
Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

22

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

1 1

11

B
or
de
te
lla
 p
er
tu
ss
is

1
Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
－
Ｐ
ＩＳ
Ｐ

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
－
Ｐ
ＩＳ
Ｐ
以
外

A
na
er
ob
es

合
　
　
　
　
　
　
計

M
yc
op
la
sm
a　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
３
９
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）
＊
＊

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
８
（
Ｃ
２
，
Ｃ
３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
９
（
Ｄ
１
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
８
（
Ｋ
）

Ｙ
ｅ
ｒｓ
ｉｎ
ｉａ
　
ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
ｖ
ａ
ｒ．
Ｘ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
ｖ
ａ
ｒ．
Ｙ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｐ
ａ
ｒａ
ｔｙ
ｐ
ｈ
ｉ 
A

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
４
（
Ｂ
）

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｉ

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
　
そ
の
他
，
不
明

菌
種
・
群
・
型

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

2
Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

5

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
不
明

Ｅ
ｎ
ｔａ
ｍ
ｏ
ｅ
ｂ
ａ
　
ｈ
ｉｓ
ｔｏ
ｌｙ
ｔｉ
ｃ
ａ

Ｃ
ｒｙ
ｐ
ｔｏ
ｓｐ
ｏ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
組
織
侵
入
性
（
Ｅ
ＩＥ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
毒
素
原
性
（
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
病
原
大
腸
菌
血
清
型
（
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃｏ
ｌｉ
腸
管
出
血
性
（
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
／
Ｖ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

Ｇ
ｉａ
ｒｄ
ｉａ
　
ｌａ
ｍ
ｂ
ｌｉ
ａ

合
　
　
　
　
　
　
計

ヒ
ト
由
来

Ｐ
ｌｅ
ｓｉ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｓｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ｏ
ｉｄ
ｅ
ｓ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｐ
ｅ
ｒｆ
ｒｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ
／
ｓｏ
ｂ
ｒｉ
ａ
種
別
せ
ず

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｍ
ｉｍ
ｉｃ
ｕ
ｓ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ／
ｃ
ｏ
ｌｉ
種
別
せ
ず

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｒｏ
ｂ
ｅ
ｓ

Ｂ
ａｃ
ｉｌ
ｌｕ
ｓ　
ｔｈ
ｕ
ｒｉ
ｎ
ｇ
ｉｅ
ｎ
ｓｉ
ｓ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ
以
外

1
Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
以

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｓｏ
ｂ
ｒｉ
ａ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｆｌ
ｕ
ｖ
ｉａ
ｌｉ
ｓ

海
外
旅
行
者

Ｎ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

5

検
出

Ｂ
ａ
ｃ
ｉｌ
ｌｕ
ｓ　
ｃ
ｅ
ｒｅ
ｕ
ｓ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
３
（
Ｇ
１
，
Ｇ
２
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
そ
の
他

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
&
Ｏ
１
３
９
以
外

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｐ
ａ
ｒａ
ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｌｙ
ｔｉ
ｃ
ｕ
ｓ

1

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
３
９
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）
＊
＊

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
３
，
１
０
（
Ｅ
１
，
Ｅ
２
，
Ｅ
３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
９
，
４
６
（
Ｄ
３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
，
３
，
１
９
（
Ｅ
４
）

Ｙ
ｅ
ｒｓ
ｉｎ
ｉａ
　
ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｃ
ｏ
ｌｉ
ｔｉ
ｃ
ａ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
群
不
明

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
２
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
２
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
３
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
（
　
　
）

5 1

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

0
合
　
　
　
　
　
　
計

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
そ
の
他

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
７
（
Ｃ
１
，
Ｃ
４
）

1
Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
群
不
明

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｓｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｉ

検
出

コ
ー
ド

ヒ
ト
由
来
海
外
旅
行
者

ヒ
ト
由
来

3
4

合
　
　
　
　
　
　
計

菌
種
・
群
・
型

コ
ー
ド

検
出

海
外
旅
行
者

コ
ー
ド

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

8
Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｉ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｐ
ａ
ｒａ
ｔｙ
ｐ
ｈ
ｉ　
Ａ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｓｐ
ｐ
．

平
成
2
4
年
6
月
分
　
集
計

3

ヒ
ト
由
来

海
外
旅
行
者

コ
ー
ド

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

2

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．
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 病

原
微
生
物
検
出
報
告
書
書
式
３
Ｂ

分
離
材
料
：
糞
便

分
離
材
料
：
糞
便
（
つ
づ
き
）

分
離
材
料
：
髄
液

分
離
材
料
：
血
液

０
０
３

３
０
１

０
０
１

０
０
１

０
０
４

３
０
１

１
１
８

０
０
３

０
０
６

３
０
１

０
３
０

０
０
４

０
０
７

３
０
１

１
０
６

４
２
６

０
０
８

３
０
２

４
５
１

１
１
８

１
０
１

３
０
２

２
２
６

０
３
０

１
０
２

３
０
２

０
３
２

１
０
６

１
０
４

３
０
２

４
５
２

１
０
２

１
０
５

３
０
３

０
３
８

４
５
１

１
０
６

３
０
３

２
２
６

１
０
７

３
０
３

４
２
１

１
０
８

３
０
３

０
３
２

１
０
９

３
０
４

４
５
２

１
１
０

３
０
５

０
３
８

１
１
２

４
０
１

４
２
２

１
１
６

４
０
２

０
４
２

１
３
２

４
０
３

１
３
３

２
０
２

分
離
材
料
：
喀
痰
、
気
管
吸
引
液
お
よ
び
下
気
道
か
ら
の
材
料

２
０
３

（
）
＊
：
海
外
旅
行
者
分
再
掲

分
離
材
料
：
咽
頭
お
よ
び
鼻
咽
喉
か
ら
の
材
料

２
０
４

＊
　
　
Ｖ
ｅ
ｒｏ
毒
素
産
生
性
を
確
認
し
た
例
に
つ
い
て
検
出
数
を
記
入
し
て

２
０
５

　
　
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
裏
面
の
E
H
E
C
/
V
T
E
C
情
報
記
入
欄
に
現
時
点
で

１
０
９

２
０
６

　
　
分
か
る
範
囲
の
情
報
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
７

２
０
７

１
１
８

２
１
３

＊
＊
V
.c
ho
le
ra
e
 O
1
3
9
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
、
裏
面
の
「
V
.c
ho
le
ra
e
０
３
０

１
１
９

２
１
４

　
　
O
1
3
9
情
報
」
記
入
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
１

１
１
８

２
１
５

４
５
２

０
３
９

２
１
６

分
離
材
料
：
穿
刺
液
（
胸
水
、
腹
水
、
関
節
液
な
ど
）

０
３
８

１
０
２

２
１
７

０
３
６

４
２
２

２
１
８

０
４
２

２
１
９

０
０
１

４
５
１

２
２
０

１
１
９

１
０
９

２
２
１

１
１
８

２
２
６

２
２
２

０
３
０

０
３
１

２
２
３

１
０
２

０
３
２

２
２
４

１
６
３

４
５
２

２
２
５

４
５
１

０
３
８

４
５
１

２
２
６

分
離
材
料
：
尿

４
２
２

２
２
６

４
２
１

１
２
５

２
２
７

４
５
２

２
２
８

０
３
８

０
０
１

２
２
９

４
２
２

１
７
６

分
離
材
料
：
陰
部
尿
道
頸
管
擦
過
（
分
泌
）
物

２
３
０

１
２
５

１
１
９

２
３
１

４
２
３

１
０
２

０
２
９

４
５
１

０
３
２

２
２
６

１
７
９

４
２
１

１
２
４

４
２
４

４
２
５

４
２
５

１
６
２

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

コ
ー
ド

コ
ー
ド

海
外
旅
行
者

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

長
崎
県
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー

平
成
24
年
７
月
分
　
集
計

T
E
L
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
6
0

F
A
X
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
7
0

M
yc
op
la
sm
a　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

病
　
原
　
菌
　
検
　
出
　
状
　
況
　
報
　
告
　
書
　
　
　

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
Ａ

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
Ｂ

2

1
5
2
4

1
3
8ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

1
05 1
5

海
外
旅
行
者

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
Ｂ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｇ
ｏ
ｎ
ｏ
ｒｈ
ｏ
ｅ
ａ
ｅ

1
7

1
0ヒ
ト
由
来

Ｃ
ｈ
ｉａ
ｍ
ｙ
ｄ
ｉａ
　
ｔｒ
ａ
ｃｈ
ｏ
ｍ
ａ
ｔｉ
ｓ

Ｃ
ａｎ
ｄ
ｉｄ
ａ　
ａｌ
ｂ
ｉｃ
ａ
ｎ
ｓ

Ｔ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａｓ
　
ｖ
ａ
ｇ
ｉｎ
ａ
ｌｉ
ｓ

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａｓ
　
ａｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｕ
ｒｅ
ａ
ｐ
ｌｓ
ｍ
ａ

44 1
3

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

コ
ー
ド

Ａ
ｃｉ
ｎ
ｅ
ｔｏ
ｂ
ａｃ
ｔｅ
ｒ　
ｓｐ
ｐ
．

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

Ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ

Ｃ
ａｎ
ｄ
ｉｄ
ａ　
ａｌ
ｂ
ｉｃ
ａ
ｎ
ｓ

合
　
　
　
　
　
　
計

2
4 1

菌
種
・
群
・
型

合
　
　
　
　
　
　
計

8
4

検
出 65 4

合
　
　
　
　
　
　
計

コ
ー
ド

ヒ
ト
由
来

Ｌ
ｅ
ｇ
ｉｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Iｎ
ｔｒ
ａ
ｃ
ｅ
ｌｌ
ｕ
ｌａ
ｒｅ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌｅ
ｘ

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｐ
ｌａ
ｓｍ
ｏ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

3
検
出

海
外
旅
行
者

菌
種
・
群
・
型

Ｐ
ｌａ
ｓｍ
ｏ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

Ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｒｏ
ｂ
ｅ
ｓ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

P
R
S
P
／
P
IS
P

St
re
pt
oc
oc
cu
s
　
B

海
外
旅
行
者

3 1
1

5
8

検
出3
1

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａｓ
　
ａｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）
3

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

ヒ
ト
由
来

2

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

Ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｒｏ
ｂ
ｅ
ｓ

P
R
S
P
／
P
IS
P

3

B
or
de
te
lla
 p
er
tu
ss
is

Ｎ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

41

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａｓ
　
ａｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

1
8

Ｃ
ｏ
ｒｙ
ｎ
ｅ
ｂ
ａｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｄ
ｉｐ
ｈ
ｔｈ
ｅ
ｒｉ
ａ
ｅ

H
ea
m
op
hi
lu
s　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
Ａ

P
R
S
P
／
P
IS
P

7

Ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｒｏ
ｂ
ｅ
ｓ

1
71

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ａ
ｖ
ｉｕ
ｍ
－

４
５
３

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

3

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ

2 453

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
病
原
大
腸
菌
血
清
型
（Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

菌
種
・
群
・
型

Ｐ
ｌｅ
ｓｉ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａｓ
　
ｓｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ｏ
ｉｄ
ｅ
ｓ

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａｓ
　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
３
（
Ｇ
１
，
Ｇ
２
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
そ
の
他

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
２
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
３
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ
／
ｓｏ
ｂ
ｒｉ
ａ
種
別
せ
ず

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
組
織
侵
入
性
（
Ｅ
ＩＥ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
毒
素
原
性
（
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

コ
ー
ド

Ｍ
ｙ
ｃｏ
ｂ
ａｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃｏ
ｌ ｉ

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
２
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａｓ
　
ａｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃｔ
ｏ
ｒ　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ／
ｃ
ｏ
ｌｉ
種
別
せ
ず

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｆｌ
ｕ
ｖ
ｉａ
ｌｉ
ｓ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｍ
ｉｍ
ｉｃ
ｕ
ｓ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
３
，
１
０
（
Ｅ
１
，
Ｅ
２
，
Ｅ
３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｐ
ａ
ｒａ
ｔｙ
ｐ
ｈ
ｉ 
A

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
７
（
Ｃ
１
，
Ｃ
４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
４
（
Ｂ
）

Ｙ
ｅ
ｒｓ
ｉｎ
ｉａ
　
ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｃｏ
ｌｉ
ｔｉ
ｃ
ａ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
ｖ
ａ
ｒ．
Ｙ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
群
不
明

Ｅ
ｎ
ｔａ
ｍ
ｏ
ｅ
ｂ
ａ
　
ｈ
ｉｓ
ｔｏ
ｌｙ
ｔｉ
ｃ
ａ

Ｃ
ｒｙ
ｐ
ｔｏ
ｓｐ
ｏ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
９
（
Ｄ
１
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
腸
管
出
血
性
（
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
／
Ｖ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
ｖ
ａ
ｒ．
Ｘ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
　
　
 型
（
　
　
）

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

検
出4

Ｇ
ｉａ
ｒｄ
ｉａ
　
ｌａ
ｍ
ｂ
ｌｉ
ａ

海
外
旅
行
者

ヒ
ト
由
来

Ｌ
ｉｓ
ｔｅ
ｒｉ
ａ　
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

菌
種
・
群
・
型

菌
種
・
群
・
型

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
不
明

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
そ
の
他

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

ヒ
ト
由
来

検
出

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
（
　
　
）

コ
ー
ド

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

0
P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

St
re
pt
oc
oc
cu
s
　
B

P
R
S
P
／
P
IS
P

8ヒ
ト
由
来

検
出

菌
種
・
群
・
型

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

海
外
旅
行
者

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｐ
ａｒ
ａｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｉ　
Ａ

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｉ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｌ
ｉｓ
ｔｅ
ｒｉ
ａ　
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｙ
ｅ
ｒｓ
ｉｎ
ｉａ
　
ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
３
９
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）
＊
＊

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
そ
の
他

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
不
明

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｓｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｉ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
群
不
明

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
　
そ
の
他
，
不
明

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
９
，
４
６
（
Ｄ
３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
，
３
，
１
９
（
Ｅ
４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
８
（
Ｋ
）

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｉ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
８
（
Ｃ
２
，
Ｃ
３
）

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃｔ
ｏ
ｒ　
ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
３
９
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）
＊
＊

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｃｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
&
Ｏ
１
３
９
以
外

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｐ
ａ
ｒａ
ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｌｙ
ｔｉ
ｃ
ｕ
ｓ

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｓｏ
ｂ
ｒｉ
ａ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
以

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｐ
ｅ
ｒｆ
ｒｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）
4

Ｂ
ａ
ｃｉ
ｌｌ
ｕ
ｓ　
ｃ
ｅ
ｒｅ
ｕ
ｓ

Ｂ
ａ
ｃｉ
ｌｌ
ｕ
ｓ　
ｔｈ
ｕ
ｒｉ
ｎ
ｇ
ｉｅ
ｎ
ｓｉ
ｓ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ
以
外

4
8

Ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｂ
ａｃ
ｔｏ
ｒ　
ｓｐ
ｐ
．

2
9

1
2

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
－
Ｐ
ＩＳ
Ｐ

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
－
Ｐ
ＩＳ
Ｐ
以
外

A
na
er
ob
es

M
yc
op
la
sm
a　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

2

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

1
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 病

原
微
生
物
検
出
報
告
書
書
式
３
Ｂ

分
離
材
料
：
糞
便

分
離
材
料
：
糞
便
（
つ
づ
き
）

分
離
材
料
：
髄
液

分
離
材
料
：
血
液

０
０
３

３
０
１

０
０
１

０
０
１

０
０
４

３
０
１

１
１
８

０
０
３

０
０
６

３
０
１

０
３
０

０
０
４

０
０
７

３
０
１

１
０
６

４
２
６

０
０
８

３
０
２

４
５
１

１
１
８

１
０
１

３
０
２

２
２
６

０
３
０

１
０
２

３
０
２

０
３
２

１
０
６

１
０
４

３
０
２

４
５
２

１
０
２

１
０
５

３
０
３

０
３
８

４
５
１

１
０
６

３
０
３

２
２
６

１
０
７

３
０
３

４
２
１

１
０
８

３
０
３

０
３
２

１
０
９

３
０
４

４
５
２

１
１
０

３
０
５

０
３
８

１
１
２

４
０
１

４
２
２

１
１
６

４
０
２

０
４
２

１
３
２

４
０
３

１
３
３

２
０
２

分
離
材
料
：
喀
痰
、
気
管
吸
引
液
お
よ
び
下
気
道
か
ら
の
材
料

２
０
３

（
）
＊
：
海
外
旅
行
者
分
再
掲

分
離
材
料
：
咽
頭
お
よ
び
鼻
咽
喉
か
ら
の
材
料

２
０
４

＊
　
　
Ｖ
ｅ
ｒｏ
毒
素
産
生
性
を
確
認
し
た
例
に
つ
い
て
検
出
数
を
記
入
し
て

２
０
５

　
　
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
裏
面
の
E
H
E
C
/
V
T
E
C
情
報
記
入
欄
に
現
時
点
で

１
０
９

２
０
６

　
　
分
か
る
範
囲
の
情
報
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
７

２
０
７

１
１
８

２
１
３

＊
＊
V
.c
ho
le
ra
e
 O
1
3
9
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
、
裏
面
の
「
V
.c
ho
le
ra
e
０
３
０

１
１
９

２
１
４

　
　
O
1
3
9
情
報
」
記
入
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
１

１
１
８

２
１
５

４
５
２

０
３
９

２
１
６

分
離
材
料
：
穿
刺
液
（
胸
水
、
腹
水
、
関
節
液
な
ど
）

０
３
８

１
０
２

２
１
７

０
３
６

４
２
２

２
１
８

０
４
２

２
１
９

０
０
１

４
５
１

２
２
０

１
１
９

１
０
９

２
２
１

１
１
８

２
２
６

２
２
２

０
３
０

０
３
１

２
２
３

１
０
２

０
３
２

２
２
４

１
６
３

４
５
２

２
２
５

４
５
１

０
３
８

４
５
１

２
２
６

分
離
材
料
：
尿

４
２
２

２
２
６

４
２
１

１
２
５

２
２
７

４
５
２

２
２
８

０
３
８

０
０
１

２
２
９

４
２
２

１
７
６

分
離
材
料
：
陰
部
尿
道
頸
管
擦
過
（
分
泌
）
物

２
３
０

１
２
５

１
１
９

２
３
１

４
２
３

１
０
２

０
２
９

４
５
１

０
３
２

２
２
６

１
７
９

４
２
１

１
２
４

４
２
４

４
２
５

４
２
５

１
６
２

9
83

検
出142
6

Iｎ
ｔｒ
ａ
ｃ
ｅ
ｌｌ
ｕ
ｌａ
ｒｅ
　
ｃｏ
ｍ
ｐ
ｌｅ
ｘ

ヒ
ト
由
来

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

P
R
S
P
／
P
IS
P

5
Ｌ
ｉｓ
ｔｅ
ｒｉ
ａ　
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）
7

長
崎
県
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
病
原
大
腸
菌
血
清
型
（
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
毒
素
原
性
（
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
組
織
侵
入
性
（
Ｅ
ＩＥ
Ｃ
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

T
E
L
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
6
0

F
A
X
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
7
0

病
　
原
　
菌
　
検
　
出
　
状
　
況
　
報
　
告
　
書
　
　
　

平
成
2
4
年
8
月
分
　
集
計

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

9
Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｉ

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｐ
ａ
ｒａ
ｔｙ
ｐ
ｈ
ｉ　
Ａ

Ｓ
ａｌ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｓｐ
ｐ
．

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

0

コ
ー
ド

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ
　
Ｂ

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

P
R
S
P
／
P
IS
P

コ
ー
ド

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
そ
の
他

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

Ｃ
ｒｙ
ｐ
ｔｏ
ｓｐ
ｏ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ

合
　
　
　
　
　
　
計

４
５
３

4

検
出

Ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｒｏ
ｂ
ｅ
ｓ

St
re
pt
oc
oc
cu
s
　
B

ヒ
ト
由
来

1
5

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

5
7

Ｐ
ｌａ
ｓｍ
ｏ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ
　
Ｂ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｒｏ
ｂ
ｅ
ｓ

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

1
1

Ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｂ
ａｃ
ｔｏ
ｒ　
ｓｐ
ｐ
．

菌
種
・
群
・
型

1
0

1
5

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｕ
ｒｅ
ａ
ｐ
ｌｓ
ｍ
ａ

Ｃ
ｈ
ｉａ
ｍ
ｙ
ｄ
ｉａ
　
ｔｒ
ａ
ｃｈ
ｏ
ｍ
ａｔ
ｉｓ

Ｃ
ａｎ
ｄ
ｉｄ
ａ
　
ａｌ
ｂ
ｉｃ
ａｎ
ｓ

Ｔ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｖ
ａｇ
ｉｎ
ａ
ｌｉ
ｓ

2
5

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）
1
3

1
0
1
2
6

Ｃ
ｏ
ｒｙ
ｎ
ｅ
ｂ
ａｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｄ
ｉｐ
ｈ
ｔｈ
ｅ
ｒｉ
ａ
ｅ

B
or
de
te
lla
 p
er
tu
ss
is

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

Ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ

Ｃ
ａ
ｎ
ｄ
ｉｄ
ａ　
ａ
ｌｂ
ｉｃ
ａ
ｎ
ｓ

合
　
　
　
　
　
　
計

検
出

H
ea
m
op
hi
lu
s　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ
　
Ａ

P
R
S
P
／
P
IS
P

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

2

Ｎ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

海
外
旅
行
者

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ａ
ｖ
ｉｕ
ｍ
－

Ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｒｏ
ｂ
ｅ
ｓ

M
yc
op
la
sm
a　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃｏ
ｌｉ

3
3

合
　
　
　
　
　
　
計

4

検
出

6
Ｐ
ｌａ
ｓｍ
ｏ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

2
3

合
　
　
　
　
　
　
計

2

海
外
旅
行
者

1

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｌ
ｅ
ｇ
ｉｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

海
外
旅
行
者

ヒ
ト
由
来

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

3 2
4

1
2

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ
　
Ａ

2
7

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

菌
種
・
群
・
型

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
－
Ｐ
ＩＳ
Ｐ

1
0

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

Ｈ
ａｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｌ
ｉｓ
ｔｅ
ｒｉ
ａ　
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

St
re
pt
oc
oc
cu
s
　
B

P
R
S
P
／
P
IS
P

ヒ
ト
由
来

Ｅ
ｎ
ｔａ
ｍ
ｏ
ｅ
ｂ
ａ
　
ｈ
ｉｓ
ｔｏ
ｌｙ
ｔｉ
ｃ
ａ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｓｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｉ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
群
不
明

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｇ
ｉａ
ｒｄ
ｉａ
　
ｌａ
ｍ
ｂ
ｌｉ
ａ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
不
明

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
そ
の
他

菌
種
・
群
・
型

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

コ
ー
ド

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃｏ
ｌｉ

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃｏ
ｌｉ
腸
管
出
血
性
（
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
／
Ｖ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

菌
種
・
群
・
型

菌
種
・
群
・
型

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
７
（
Ｃ
１
，
Ｃ
４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
４
（
Ｂ
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
３
，
１
０
（
Ｅ
１
，
Ｅ
２
，
Ｅ
３
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
９
，
４
６
（
Ｄ
３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
，
３
，
１
９
（
Ｅ
４
）

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ／
ｃ
ｏ
ｌｉ
種
別
せ
ず

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
２
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
３
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）

Ｙ
ｅ
ｒｓ
ｉｎ
ｉａ
　
ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
　
そ
の
他
，
不
明

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｓｏ
ｂ
ｒｉ
ａ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｆｌ
ｕ
ｖ
ｉａ
ｌｉ
ｓ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｍ
ｉｍ
ｉｃ
ｕ
ｓ

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
３
９
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）
＊
＊

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
８
（
Ｋ
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
９
（
Ｄ
１
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｉ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
８
（
Ｃ
２
，
Ｃ
３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｐ
ａ
ｒａ
ｔｙ
ｐ
ｈ
ｉ 
A

Ｂ
ａ
ｃ
ｉｌ
ｌｕ
ｓ　
ｃ
ｅ
ｒｅ
ｕ
ｓ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ　
ａｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
以

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｐ
ｅ
ｒｆ
ｒｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａｃ
ｔｏ
ｒ　
ｃｏ
ｌｉ

Ｙ
ｅ
ｒｓ
ｉｎ
ｉａ
　
ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｃ
ｏ
ｌｉ
ｔｉ
ｃ
ａ

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
群
不
明

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｃｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
&
Ｏ
１
３
９
以
外

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
３
９
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）
＊
＊

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
２
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）

Ｂ
ａ
ｃ
ｉｌ
ｌｕ
ｓ　
ｔｈ
ｕ
ｒｉ
ｎ
ｇ
ｉｅ
ｎ
ｓｉ
ｓ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ
以
外

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
３
（
Ｇ
１
，
Ｇ
２
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
そ
の
他

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａｃ
ｔｏ
ｒ　
ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ
／
ｓｏ
ｂ
ｒｉ
ａ
種
別
せ
ず

Ｐ
ｌｅ
ｓｉ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａｓ
　
ｓｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ｏ
ｉｄ
ｅ
ｓ

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｐ
ａ
ｒａ
ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｌｙ
ｔｉ
ｃｕ
ｓ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
　
　
 型
（
　
　
）

2
Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
不
明

1

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
ｖ
ａ
ｒ．
Ｘ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
ｖ
ａ
ｒ．
Ｙ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
（
　
　
）

コ
ー
ド

検
出

海
外
旅
行
者

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

A
na
er
ob
es

1 1

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

M
yc
op
la
sm
a　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

1

コ
ー
ド

51

52 3 4

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
－
Ｐ
ＩＳ
Ｐ
以
外

3

3 2

Ａ
ｃｉ
ｎ
ｅ
ｔｏ
ｂ
ａ
ｃｔ
ｅ
ｒ　
ｓｐ
ｐ
．

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓ ａ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｇ
ｏ
ｎ
ｏ
ｒｈ
ｏ
ｅ
ａ
ｅ

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

ヒ
ト
由
来
海
外
旅
行
者

1
9

5
1
4
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 病

原
微
生
物
検
出
報
告
書
書
式
３
Ｂ

分
離
材
料
：
糞
便

分
離
材
料
：
糞
便
（
つ
づ
き
）

分
離
材
料
：
髄
液

分
離
材
料
：
血
液

０
０
３

３
０
１

０
０
１

０
０
１

０
０
４

３
０
１

１
１
８

０
０
３

０
０
６

３
０
１

０
３
０

０
０
４

０
０
７

３
０
１

１
０
６

４
２
６

０
０
８

３
０
２

４
５
１

１
１
８

１
０
１

３
０
２

２
２
６

０
３
０

１
０
２

３
０
２

０
３
２

１
０
６

１
０
４

３
０
２

４
５
２

１
０
２

１
０
５

３
０
３

０
３
８

４
５
１

１
０
６

３
０
３

２
２
６

１
０
７

３
０
３

４
２
１

１
０
８

３
０
３

０
３
２

１
０
９

３
０
４

４
５
２

１
１
０

３
０
５

０
３
８

１
１
２

４
０
１

４
２
２

１
１
６

４
０
２

０
４
２

１
３
２

４
０
３

１
３
３

２
０
２

分
離
材
料
：
喀
痰
、
気
管
吸
引
液
お
よ
び
下
気
道
か
ら
の
材
料

２
０
３

（
）
＊
：
海
外
旅
行
者
分
再
掲

分
離
材
料
：
咽
頭
お
よ
び
鼻
咽
喉
か
ら
の
材
料

２
０
４

＊
　
　
Ｖ
ｅ
ｒｏ
毒
素
産
生
性
を
確
認
し
た
例
に
つ
い
て
検
出
数
を
記
入
し
て

２
０
５

　
　
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
裏
面
の
E
H
E
C
/
V
T
E
C
情
報
記
入
欄
に
現
時
点
で

１
０
９

２
０
６

　
　
分
か
る
範
囲
の
情
報
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
７

２
０
７

１
１
８

２
１
３

＊
＊
V
.c
ho
le
ra
e
 O
1
3
9
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
、
裏
面
の
「
V
.c
ho
le
ra
e
０
３
０

１
１
９

２
１
４

　
　
O
1
3
9
情
報
」
記
入
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
１

１
１
８

２
１
５

４
５
２

０
３
９

２
１
６

分
離
材
料
：
穿
刺
液
（
胸
水
、
腹
水
、
関
節
液
な
ど
）

０
３
８

１
０
２

２
１
７

０
３
６

４
２
２

２
１
８

０
４
２

２
１
９

０
０
１

４
５
１

２
２
０

１
１
９

１
０
９

２
２
１

１
１
８

２
２
６

２
２
２

０
３
０

０
３
１

２
２
３

１
０
２

０
３
２

２
２
４

１
６
３

４
５
２

２
２
５

４
５
１

０
３
８

４
５
１

２
２
６

分
離
材
料
：
尿

４
２
２

２
２
６

４
２
１

１
２
５

２
２
７

４
５
２

２
２
８

０
３
８

０
０
１

２
２
９

４
２
２

１
７
６

分
離
材
料
：
陰
部
尿
道
頸
管
擦
過
（
分
泌
）
物

２
３
０

１
２
５

１
１
９

２
３
１

４
２
３

１
０
２

０
２
９

４
５
１

０
３
２

２
２
６

１
７
９

４
２
１

１
２
４

４
２
４

４
２
５

４
２
５

１
６
２

菌
種
・
群
・
型

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

1
24

海
外
旅
行
者

菌
種
・
群
・
型

ヒ
ト
由
来

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

コ
ー
ド

コ
ー
ド

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

菌
種
・
群
・
型

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

3

コ
ー
ド

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

8 6
Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

コ
ー
ド

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
そ
の
他

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
不
明

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｌ
ｉｓ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｈ
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ｏ
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ａ
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－
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．
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＋
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ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
ｖ
ａ
ｒ．
Ｘ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
ｖ
ａ
ｒ．
Ｙ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
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Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
　
　
 型
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）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

菌
種
・
群
・
型

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
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）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
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ｃ
ｃ
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ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
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Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
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ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｐ
ａ
ｒａ
ｔｙ
ｐ
ｈ
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Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｏ
７
（
Ｃ
１
，
Ｃ
４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｏ
４
（
Ｂ
）

菌
種
・
群
・
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Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
組
織
侵
入
性
（
Ｅ
ＩＥ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
毒
素
原
性
（
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｍ
ｉｍ
ｉｃ
ｕ
ｓ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｆｌ
ｕ
ｖ
ｉａ
ｌｉ
ｓ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
９
（
Ｄ
１
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｏ
１
８
（
Ｋ
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
３
，
１
０
（
Ｅ
１
，
Ｅ
２
，
Ｅ
３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　
Ｏ
１
３
（
Ｇ
１
，
Ｇ
２
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
，
３
，
１
９
（
Ｅ
４
）

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｐ
ａ
ｒａ
ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｌｙ
ｔｉ
ｃ
ｕ
ｓ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
&
Ｏ
１
３
９
以
外

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
３
９
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）
＊
＊

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ
／
ｓｏ
ｂ
ｒｉ
ａ
種
別
せ
ず

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｐ
ｅ
ｒｆ
ｒｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ
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ａ
ｃ
ｉｌ
ｌｕ
ｓ　
ｔｈ
ｕ
ｒｉ
ｎ
ｇ
ｉｅ
ｎ
ｓｉ
ｓ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ
以
外

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｓｏ
ｂ
ｒｉ
ａ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ／
ｃ
ｏ
ｌｉ
種
別
せ
ず

Ｐ
ｌｅ
ｓｉ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｓｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ｏ
ｉｄ
ｅ
ｓ

Ｂ
ａ
ｃ
ｉｌ
ｌｕ
ｓ　
ｃ
ｅ
ｒｅ
ｕ
ｓ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
以
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Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ
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op
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sm
a　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

3

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ
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P
R
S
P
／
P
IS
P 合
　
　
　
　
　
　
計

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
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ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
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Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
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ａ　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
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Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｓｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｉ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
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不
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計
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ｎ
ｔａ
ｍ
ｏ
ｅ
ｂ
ａ
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ｉｓ
ｔｏ
ｌｙ
ｔｉ
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ａ
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ｉｓ
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ｎ
ｉｎ
ｇ
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ｔｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
Ａ

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

Ｓ
ｔａ
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Ｓ
Ｓ
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Ｓ
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ｌｏ
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ｏ
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ｓ
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Ｓ
Ｐ
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ｓｉ
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ｙ
ｃ
ｏ
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ａ
ｃ
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ｕ
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ａ
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ｉｕ
ｍ
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５
３
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ａ
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ｕ
ｌａ
ｒｅ
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ｏ
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ｅ
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ｅ
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Ｐ
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ｏ
ｄ
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ｐ
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Ｓ
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ｐ
ｈ
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ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
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ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
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（
Ｍ
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Ｓ
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ｅ
ｉｓ
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ａ
　
ｍ
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ｉｎ
ｇ
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ｎ
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ｃ
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ｓｐ
ｐ
．

Ａ
ｃ
ｉｎ
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ａ
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ａ
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ｒｉ
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ｈ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｖ
ａ
ｇ
ｉｎ
ａ
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ｅ
ｒｉ
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Ｂ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｇ
ｏ
ｎ
ｏ
ｒｈ
ｏ
ｅ
ａ
ｅ

T
E
L
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
6
0

F
A
X
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
7
0

病
　
原
　
菌
　
検
　
出
　
状
　
況
　
報
　
告
　
書
　
　
　

長
崎
県
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー

平
成
2
4
年
9
月
分
　
集
計

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｉ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｐ
ａ
ｒａ
ｔｙ
ｐ
ｈ
ｉ　
Ａ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｓｐ
ｐ
．



 - 68 - 
 病

原
微
生
物
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出
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書
書
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３
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料
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便
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づ
き
）

分
離
材
料
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髄
液
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血
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０
０
３

３
０
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０
０
１

０
０
１

０
０
４

３
０
１

１
１
８

０
０
３

０
０
６

３
０
１

０
３
０

０
０
４

０
０
７

３
０
１

１
０
６

４
２
６

０
０
８

３
０
２

４
５
１

１
１
８

１
０
１

３
０
２

２
２
６

０
３
０

１
０
２

３
０
２

０
３
２

１
０
６

１
０
４

３
０
２

４
５
２

１
０
２

１
０
５

３
０
３

０
３
８

４
５
１

１
０
６

３
０
３

２
２
６

１
０
７

３
０
３

４
２
１

１
０
８

３
０
３

０
３
２

１
０
９

３
０
４

４
５
２

１
１
０

３
０
５

０
３
８

１
１
２

４
０
１

４
２
２

１
１
６

４
０
２

０
４
２

１
３
２

４
０
３

１
３
３

２
０
２

分
離
材
料
：
喀
痰
、
気
管
吸
引
液
お
よ
び
下
気
道
か
ら
の
材
料

２
０
３

（
）
＊
：
海
外
旅
行
者
分
再
掲

分
離
材
料
：
咽
頭
お
よ
び
鼻
咽
喉
か
ら
の
材
料

２
０
４

＊
　
　
Ｖ
ｅ
ｒｏ
毒
素
産
生
性
を
確
認
し
た
例
に
つ
い
て
検
出
数
を
記
入
し
て

２
０
５

　
　
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
裏
面
の
E
H
E
C
/
V
T
E
C
情
報
記
入
欄
に
現
時
点
で

１
０
９

２
０
６

　
　
分
か
る
範
囲
の
情
報
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
７

２
０
７

１
１
８

２
１
３

＊
＊
V
.c
ho
le
ra
e
 O
1
3
9
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
、
裏
面
の
「
V
.c
ho
le
ra
e
０
３
０

１
１
９

２
１
４

　
　
O
13
9
情
報
」
記
入
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
１

１
１
８

２
１
５

４
５
２

０
３
９

２
１
６

分
離
材
料
：
穿
刺
液
（
胸
水
、
腹
水
、
関
節
液
な
ど
）

０
３
８

１
０
２

２
１
７

０
３
６

４
２
２

２
１
８

０
４
２

２
１
９

０
０
１

４
５
１

２
２
０

１
１
９

１
０
９

２
２
１

１
１
８

２
２
６

２
２
２

０
３
０

０
３
１

２
２
３

１
０
２

０
３
２

２
２
４

１
６
３

４
５
２

２
２
５

４
５
１

０
３
８

４
５
１

２
２
６

分
離
材
料
：
尿

４
２
２

２
２
６

４
２
１

１
２
５

２
２
７

４
５
２

２
２
８

０
３
８

０
０
１

２
２
９

４
２
２

１
７
６

分
離
材
料
：
陰
部
尿
道
頸
管
擦
過
（
分
泌
）
物

２
３
０

１
２
５

１
１
９

２
３
１

４
２
３

１
０
２

０
２
９

４
５
１

０
３
２

２
２
６

１
７
９

４
２
１

１
２
４

４
２
４

４
２
５

４
２
５

１
６
２

T
E
L
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
6
0

F
A
X
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
7
0

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
Ｂ

2
6

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

1
4
1
2

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

平
成
2
4
年
1
0
月
分
　
集
計

1
2

合
　
　
　
　
　
　
計

検
出

海
外
旅
行
者

病
　
原
　
菌
　
検
　
出
　
状
　
況
　
報
　
告
　
書
　
　
　

長
崎
県
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー

Ｃ
ａ
ｎ
ｄ
ｉｄ
ａ
　
ａ
ｌｂ
ｉｃ
ａ
ｎ
ｓ

Ｔ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｖ
ａ
ｇ
ｉｎ
ａ
ｌｉ
ｓ

Ｌ
ｅ
ｇ
ｉｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

P
R
S
P
／
P
IS
P

1
8

Ｃ
ｈ
ｉａ
ｍ
ｙ
ｄ
ｉａ
　
ｔｒ
ａ
ｃ
ｈ
ｏ
ｍ
ａ
ｔｉ
ｓ

菌
種
・
群
・
型

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ａ
ｖ
ｉｕ
ｍ
－

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ
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Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）
54

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

St
re
pt
oc
oc
cu
s
　
B

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

Ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ

Ｃ
ａ
ｎ
ｄ
ｉｄ
ａ
　
ａ
ｌｂ
ｉｃ
ａ
ｎ
ｓ

合
　
　
　
　
　
　
計

H
ea
m
op
hi
lu
s　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｐ
ｌａ
ｓｍ
ｏ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｃ
ｏ
ｒｙ
ｎ
ｅ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｄ
ｉｐ
ｈ
ｔｈ
ｅ
ｒｉ
ａ
ｅ

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
Ａ

41
1

ヒ
ト
由
来

8

海
外
旅
行
者

検
出

Ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｒｏ
ｂ
ｅ
ｓ

Ｐ
ｌａ
ｓｍ
ｏ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

P
R
S
P
／
P
IS
P

7
Ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｒｏ
ｂ
ｅ
ｓ

ヒ
ト
由
来

コ
ー
ド

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

3

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
Ａ

コ
ー
ド

Iｎ
ｔｒ
ａ
ｃ
ｅ
ｌｌ
ｕ
ｌａ
ｒｅ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌｅ
ｘ

1

9
5

3
合
　
　
　
　
　
　
計

2
４
５
３

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

2

Ｎ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

B
or
de
te
lla
 p
er
tu
ss
is

7

Ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｒｏ
ｂ
ｅ
ｓ

M
yc
op
la
sm
a　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

3

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｇ
ｏ
ｎ
ｏ
ｒｈ
ｏ
ｅ
ａ
ｅ

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

1
6

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

検
出

海
外
旅
行
者

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｓｐ
ｐ
．

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

菌
種
・
群
・
型

P
R
S
P
／
P
IS
P

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

1

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
コ
ア
グ
ラ
ー
ゼ
陰
性

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
－
Ｐ
ＩＳ
Ｐ

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
－
Ｐ
ＩＳ
Ｐ
以
外

A
na
er
ob
es

M
yc
op
la
sm
a　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

St
re
pt
oc
oc
cu
s
　
B

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
組
織
侵
入
性
（
Ｅ
ＩＥ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃｏ
ｌｉ
病
原
大
腸
菌
血
清
型
（
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
腸
管
出
血
性
（
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
／
Ｖ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
　
そ
の
他
，
不
明

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
８
（
Ｃ
２
，
Ｃ
３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
９
（
Ｄ
１
）

Ｙ
ｅ
ｒｓ
ｉｎ
ｉａ
　
ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｃ
ｏ
ｌｉ
ｔｉ
ｃ
ａ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
群
不
明

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
３
（
Ｇ
１
，
Ｇ
２
）

コ
ー
ド

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｉ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｐ
ａ
ｒａ
ｔｙ
ｐ
ｈ
ｉ 
A

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
７
（
Ｃ
１
，
Ｃ
４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
４
（
Ｂ
）

菌
種
・
群
・
型

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
毒
素
原
性
（
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

コ
ー
ド

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｐ
ｅ
ｒｆ
ｒｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
９
，
４
６
（
Ｄ
３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
，
３
，
１
９
（
Ｅ
４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
８
（
Ｋ
）

Ｙ
ｅ
ｒｓ
ｉｎ
ｉａ
　
ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
３
，
１
０
（
Ｅ
１
，
Ｅ
２
，
Ｅ
３
）

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ／
ｃ
ｏ
ｌｉ
種
別
せ
ず

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
以

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
そ
の
他

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

コ
ー
ド

ヒ
ト
由
来

検
出

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
そ
の
他

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
不
明

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
　
　
 型
（
　
　
）

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
　
　
 型
（
　
　
）

0

P
R
S
P
／
P
IS
P

P
R
S
P
／
P
IS
P
以
外

Ｃ
ｒｙ
ｐ
ｔｏ
ｓｐ
ｏ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
群
不
明

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
ｖ
ａ
ｒ．
Ｘ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
不
明

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｓｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｉ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｅ
ｎ
ｔａ
ｍ
ｏ
ｅ
ｂ
ａ
　
ｈ
ｉｓ
ｔｏ
ｌｙ
ｔｉ
ｃ
ａ

Ｇ
ｉａ
ｒｄ
ｉａ
　
ｌａ
ｍ
ｂ
ｌｉ
ａ

検
出

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
ｖ
ａ
ｒ．
Ｙ

菌
種
・
群
・
型

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
そ
の
他

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
２
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
３
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｐ
ａ
ｒａ
ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｌｙ
ｔｉ
ｃ
ｕ
ｓ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ
／
ｓｏ
ｂ
ｒｉ
ａ
種
別
せ
ず

Ｐ
ｌｅ
ｓｉ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｓｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ｏ
ｉｄ
ｅ
ｓ

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｓｏ
ｂ
ｒｉ
ａ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｆｌ
ｕ
ｖ
ｉａ
ｌｉ
ｓ

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
３
９
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）
＊
＊

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｍ
ｉｍ
ｉｃ
ｕ
ｓ

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
&
Ｏ
１
３
９
以
外

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
３
９
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）
＊
＊

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
２
：
Ｅ
ｌ　
Ｔ
ｏ
ｒ，
Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）

ヒ
ト
由
来

4 3
5

Ｂ
ａ
ｃ
ｉｌ
ｌｕ
ｓ　
ｃ
ｅ
ｒｅ
ｕ
ｓ

Ｂ
ａ
ｃ
ｉｌ
ｌｕ
ｓ　
ｔｈ
ｕ
ｒｉ
ｎ
ｇ
ｉｅ
ｎ
ｓｉ
ｓ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ
以
外

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｐ
ａ
ｒａ
ｔｙ
ｐ
ｈ
ｉ　
Ａ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｓｐ
ｐ
．

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｌ
ｉｓ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

1

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｉ

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

検
出

海
外
旅
行
者

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

8

ヒ
ト
由
来

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

菌
種
・
群
・
型

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｌ
ｉｓ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

海
外
旅
行
者

1 1

ヒ
ト
由
来

2

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

2

海
外
旅
行
者

1
2

3
8 1

9
Ａ
ｃ
ｉｎ
ｅ
ｔｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒ　
ｓｐ
ｐ
．

2

2
62

42

4
1
1
9

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
Ｂ

7

6

Ｕ
ｒｅ
ａ
ｐ
ｌｓ
ｍ
ａ

5
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 病

原
微
生
物
検
出
報
告
書
書
式
３
Ｂ

分
離
材
料
：
糞
便

分
離
材
料
：
糞
便
（
つ
づ
き
）

分
離
材
料
：
髄
液

分
離
材
料
：
血
液

０
０
３

３
０
１

０
０
１

０
０
１

０
０
４

３
０
１

１
１
８

０
０
３

０
０
６

３
０
１

０
３
０

０
０
４

０
０
７

３
０
１

１
０
６

４
２
６

０
０
８

３
０
２

４
５
１

１
１
８

１
０
１

３
０
２

２
２
６

０
３
０

１
０
２

３
０
２

０
３
２

１
０
６

１
０
４

３
０
２

４
５
２

１
０
２

１
０
５

３
０
３

０
３
８

４
５
１

１
０
６

３
０
３

２
２
６

１
０
７

３
０
３

４
２
１

１
０
８

３
０
３

０
３
２

１
０
９

３
０
４

４
５
２

１
１
０

３
０
５

０
３
８

１
１
２

４
０
１

４
２
２

１
１
６

４
０
２

０
４
２

１
３
２

４
０
３

１
３
３

２
０
２

分
離
材
料
：
喀
痰
、
気
管
吸
引
液
お
よ
び
下
気
道
か
ら
の
材
料

２
０
３

（
）
＊
：
海
外
旅
行
者
分
再
掲

分
離
材
料
：
咽
頭
お
よ
び
鼻
咽
喉
か
ら
の
材
料

２
０
４

＊
　
　
Ｖ
ｅ
ｒｏ
毒
素
産
生
性
を
確
認
し
た
例
に
つ
い
て
検
出
数
を
記
入
し
て

２
０
５

　
　
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
裏
面
の
E
H
E
C
/
V
T
E
C
情
報
記
入
欄
に
現
時
点
で

１
０
９

２
０
６

　
　
分
か
る
範
囲
の
情
報
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
７

２
０
７

１
１
８

２
１
３

＊
＊
V
.c
ho
le
ra
e
 O
1
3
9
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
、
裏
面
の
「
V
.c
ho
le
ra
e
０
３
０

１
１
９

２
１
４

　
　
O
1
3
9
情
報
」
記
入
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

０
３
１

１
１
８

２
１
５

４
５
２

０
３
９

２
１
６

分
離
材
料
：
穿
刺
液
（
胸
水
、
腹
水
、
関
節
液
な
ど
）

０
３
８

１
０
２

２
１
７

０
３
６

４
２
２

２
１
８

０
４
２

２
１
９

０
０
１

４
５
１

２
２
０

１
１
９

１
０
９

２
２
１

１
１
８

２
２
６

２
２
２

０
３
０

０
３
１

２
２
３

１
０
２

０
３
２

２
２
４

１
６
３

４
５
２

２
２
５

４
５
１

０
３
８

４
５
１

２
２
６

分
離
材
料
：
尿

４
２
２

２
２
６

４
２
１

１
２
５

２
２
７

４
５
２

２
２
８

０
３
８

０
０
１

２
２
９

４
２
２

１
７
６

分
離
材
料
：
陰
部
尿
道
頸
管
擦
過
（
分
泌
）
物

２
３
０

１
２
５

１
１
９

２
３
１

４
２
３

１
０
２

０
２
９

４
５
１

０
３
２

２
２
６

１
７
９

４
２
１

１
２
４

４
２
４

４
２
５

４
２
５

１
６
２

9

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

ヒ
ト
由
来

検
出

海
外
旅
行
者

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｓｐ
ｐ
．

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

Ａ
ｃ
ｉｎ
ｅ
ｔｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒ　
ｓｐ
ｐ
．

2 1
0

3
1
0

6

Ｓ
ｔｅ
ｒｐ
ｔｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
　
Ｂ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｇ
ｏ
ｎ
ｏ
ｒｈ
ｏ
ｅ
ａ
ｅ

菌
種
・
群
・
型

コ
ー
ド

1
9

1

4
1
2
0

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ
ｒｉ
ｕ
ｍ
　
ｓｐ
ｐ
．

1

1

3
1 4ヒ
ト
由
来

21
検
出

海
外
旅
行
者

合
　
　
　
　
　
　
計

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

2

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

3

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
　
そ
の
他
，
不
明

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｌ
ｉｓ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｉ

Ｂ
ａｃ
ｉｌ
ｌｕ
ｓ　
ｔｈ
ｕ
ｒｉ
ｎ
ｇ
ｉｅ
ｎ
ｓｉ
ｓ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ

Ｃ
ｌｏ
ｓｔ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ
　
ｂ
ｏ
ｔｕ
ｌｉ
ｎ
ｕ
ｍ
　
Ｅ
以
外

Ｂ
ａｃ
ｉｌ
ｌｕ
ｓ　
ｃ
ｅ
ｒｅ
ｕ
ｓ

2

Ｃ
ｒｙ
ｐ
ｔｏ
ｓｐ
ｏ
ｒｉ
ｄ
ｉｕ
ｍ

Ｅ
ｎ
ｔａ
ｍ
ｏ
ｅ
ｂ
ａ
　
ｈ
ｉｓ
ｔｏ
ｌｙ
ｔｉ
ｃ
ａ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
８
（
Ｃ
２
，
Ｃ
３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｐ
ａ
ｒａ
ｔｙ
ｐ
ｈ
ｉ 
A

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
７
（
Ｃ
１
，
Ｃ
４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
４
（
Ｂ
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
組
織
侵
入
性
（
Ｅ
ＩＥ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
毒
素
原
性
（
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ
病
原
大
腸
菌
血
清
型
（
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃｈ
ｉａ
　
ｃｏ
ｌｉ
腸
管
出
血
性
（
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
／
Ｖ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

菌
種
・
群
・
型

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｄ
ｙ
ｓｅ
ｎ
ｔｅ
ｒｉ
ａ
ｅ
　
型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ
　
　
　
 型
（
　
　
）

1

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ
ｓ　
ｉｎ
ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ
ｚａ
ｅ

Ｋ
ｌｅ
ｂ
ｓｉ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ
ｅ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
９
（
Ｄ
１
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
（
　
　
）

Ｙ
ｅ
ｒｓ
ｉｎ
ｉａ
　
ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ
ｕ
ｌｏ
ｓｉ
ｓ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
そ
の
他

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　
　
　
　
 型
不
明

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
ｓｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｉ

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
３
９
，
Ｃ
Ｔ
（
－
）
＊
＊

Ｇ
ｉａ
ｒｄ
ｉａ
　
ｌａ
ｍ
ｂ
ｌｉ
ａ

合
　
　
　
　
　
　
計

コ
ー
ド

菌
種
・
群
・
型

Ｎ
ｅ
ｉｓ
ｓｅ
ｒｉ
ａ
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉｎ
ｇ
ｉｔ
ｉｄ
ｉｓ

Ｐ
ｓｅ
ｕ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ａ
ｅ
ｒｕ
ｇ
ｉｎ
ｏ
ｓａ

Ｓ
ｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
群
不
明

Ｅ
ｓｃ
ｈ
ｅ
ｒｉ
ｃ
ｈ
ｉａ
　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
３
，
１
０
（
Ｅ
１
，
Ｅ
２
，
Ｅ
３
）

Ｓ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ
ｕ
ｓ
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
以

Ｖ
ｉｂ
ｒｉ
ｏ
　
ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
&
Ｏ
１
３
９
以
外

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｙ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ
ｒ　
ｊｅ
ｊｕ
ｎ
ｉ

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
３
（
Ｇ
１
，
Ｇ
２
）

Ｖ
．
Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ
ｒａ
ｅ
　
Ｏ
１
３
９
，
Ｃ
Ｔ
（
＋
）
＊
＊

Ｓ
ａ
ｌｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　
Ｏ
１
８
（
Ｋ
）

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ
／
ｓｏ
ｂ
ｒｉ
ａ
種
別
せ
ず

Ｐ
ｌｅ
ｓｉ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｓｈ
ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ｏ
ｉｄ
ｅ
ｓ

Ａ
ｅ
ｒｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　
ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ
ｐ
ｈ
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．
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ｐ
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報
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分
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分
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材
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分
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材
料
：
髄
液

分
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材
料
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０
０
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３
０
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０
０
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０
０
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０
０
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３
０
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１
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０
０
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０
０
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３
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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３
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０
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３
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１
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０
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３
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０
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２
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０
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３
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４
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
２
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０
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